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アンケート結果

（参考）

第８回調整力及び需給バランス評価
等に関する委員会 資料２－１参考資料７



2アンケートの概要

＜概要＞

○８月下旬から９月上旬にかけて９電力会社管内で、大口需要家、小口需要家、家庭それぞれに
対して、節電に関するアンケートを実施。

○それぞれの回答数については下記のとおり。

○このうち、２０１６年度夏季の需給見通しが厳しかった東北・中部電力を例に、以下に概要を示す。
（９電力会社全ての集計結果は別添１、アンケート質問項目は別添２を参照）

※端数処理の関係で合計が１００％にならない場合がある。

大口需要家 小口需要家 家庭

北海道電力 343件 336件 1,000件

東北電力 401件 348件 1,400件

東京電力 512件 323件 1,879件

中部電力 408件 300件 1,000件

関西電力 502件 389件 1,071件

北陸電力 336件 300件 1,000件

中国電力 416件 420件 1,030件

四国電力 300件 320件 1,041件

九州電力 366件 360件 1,000件

【回答数】



3目次

（１）大口需要家

１．２０１６年度夏季の節電の実施の有無・・・・・４７
２．節電を実施した理由・・・・・４８
３．電気料金価格の変化による節電取組への影響・・・・・４９
４．実施した節電の内容・・・・・５０
５．節電による企業活動への影響・・・・・５１
６．２０１６年度夏季の節電の継続・・・・・５２
７．２０１６年度夏季に節電を継続する場合における、

２０１６年度夏季と同様の節電取組可能性・・・・・５３
８．無理がないと思われる節電目標・・・・・５４
９．節電を継続する理由・・・・・５５
１０．２０１５年度冬季の節電の実施の有無 ・・・・・５６
１１．２０１６年度冬季の節電継続・・・・・５７
１２．２０１６年度冬季も節電を行う場合における、

２０１５年度冬季と同様の節電取組可能性・・・・・５８
１３．全国的な電力需給ひっ迫が将来的に継続した場合の影響・・・・・５９

（３）家庭

（２）小口需要家

１．２０１６年度夏季の節電の実施の有無・・・・・７７
２．節電を実施した理由・・・・・７８
３．電気料金価格の変化による節電取組への影響・・・・・７９
４．実施した節電内容・・・・・８０
５．特に家庭の節電が必要と思う時間帯・・・・・８１
６．特に寒さが厳しい日の朝、夕方ピーク時間帯における

エアコン等の節電・・・・・８２
７．２０１６年度夏季の節電の継続・・・・・８３
８．２０１６年度夏季も節電を継続する場合における、

２０１６年度夏季と同様の節電取組可能性・・・・・８４
９．無理がないと思われる節電幅・・・・・８５
１０．節電を継続する理由・・・・・８６
１１．でんき予報の活用・・・・・８７
１２．２０１５年度冬季の節電の実施の有無・・・・・８８
１３．２０１６年度冬季の節電の継続・・・・・８９
１４．２０１６年度冬季に節電を継続する場合における、

２０１５年度冬季と同様の節電取組可能性・・・・・９０
１．２０１６年度夏季の節電の実施の有無・・・・・６２
２．節電を実施した理由・・・・・６３
３．電気料金価格の変化による節電取組への影響・・・・・６４
４．実施した節電の内容・・・・・６５
５．節電による企業活動への影響・・・・・６６
６．２０１６年度夏季の節電の継続・・・・・６７
７．２０１６年度夏季に節電を継続する場合における、

２０１６年度夏季と同様の節電取組可能性・・・・・６８
８．無理がないと思われる節電目標・・・・・６９
９．節電を継続する理由・・・・・７０
１０．２０１５年度冬季の節電の実施の有無 ・・・・・７１
１１．２０１６年度冬季の節電継続・・・・・７２
１２．２０１６年度冬季も節電を行う場合における、

２０１５年度冬季と同様の節電取組可能性・・・・・７３
１３．全国的な電力需給ひっ迫が将来的に継続した場合の影響・・・・・７４

頁番号修正要
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大口需要家のご協力
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＜２０１６年度夏季の節電に関するヒアリング・アンケート調査概要＞

①約９割以上の大口需要家が「２０１６年度夏季に節電を実施した」と回答。
・節電の内容は、照明と空調に関するものが も多い。

②約９割以上の大口需要家は、「２０１７年度夏季も節電を継続する」と回答。
・他方、２０１６年度夏季同様の節電は困難との声が約４％みられる。

③「無理がないと思われる節電目標」は１０％未満が大多数。
・約７割が「無理がないと思われる節電目標」として５％未満（このうち、０％は２割程度）と回答。

④２０１７年度夏季も節電を継続する理由として「コスト削減につながるから」との回答が も多く、節電意識の高まりが
見られる一方で、「電力不安があり協力したいと考えたから」との回答も１割程度見られた。

⑤２０１６年度夏季の節電については、約８割の企業が、節電の実施による影響がなかったと回答。
・他方で、従業員からのクレーム、顧客サービスの低下、生産販売への影響、自家発稼働によるコスト増などの声も
少なからずあった。

大口需要家（契約電力500ｋW以上）の概要

＜参考：２０１６年度夏季の大口需要家の需要減少＞

単位（万kW）

東北電力 中部電力

数値目標 なし なし

節電効果
（）内の単位：万ｋW

▲１３％
(▲５８)

▲４％
(▲４８)

※７月１日（金）から８月３１日（水）時点まで(土日祝日、その他異常値を除く)の期間について2010年度夏季の需要の気温感応度を基に今夏の各日の需要値
（理論値）を算出し、これと今夏の各日の需要実績との差を比較・平均等したもの。内訳はサンプルデータや契約電力等から推計。
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１．２０１６年度夏季の節電の実施の有無

１ 今夏（2016
年度）節電を実

施した
93%

２ 今夏（2016
年度）節電を実

施しなかった
7%

回答不明
0%

東北(n=401)

１ 今夏（2016
年度）節電を実

施した
90%

２ 今夏（2016
年度）節電を実

施しなかった
10%

回答不明
0%

中部(n=408)
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２．節電を実施した理由（複数回答可）

※１．で「節電を実施した」と回答した企業のみ
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9%

74%

6%
2%

88%

7%
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１

電
力
不
安
が
あ
り

協
力
し
た
い
と
考
え
た

か
ら

２

節
電
す
る
こ
と
が
定

着
し
た
か
ら

３

市
況
悪
化
に
よ
り

生
産
を
縮
小
し
て
い
る

か
ら

４

停
電
を
避
け
た
い
か

ら

５

コ
ス
ト
削
減
に
つ
な

が
る
か
ら

６

そ
の
他

回
答
不
明

東北（n=372）

中部（n=369）
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３．電気料金価格の変化による節電取組への影響

※１．で「節電を実施した」と回答した企業のみ

１ とても影響

があった
22%

２ やや影響が

あった
38%

３ あまり影響

がなかった
27%

４ 全く影響が

なかった
6%

５ わからない
6%

回答不明
1%

東北（n=372）

１ とても影響

があった
14%

２ やや影響が

あった
31%

３ あまり影響

がなかった
37%

４ 全く影響が

なかった
9%

５ わからない
6%

回答不明
3%

中部（n=369）
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４．実施した節電の内容（複数回答可）

※１．で「節電を実施した」と回答した企業のみ
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61%
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53% 51%

4%

49%

31%

15%

5%
1% 3%

7%
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１

節
電
目
標
や
内
容
を
社
内
に
啓
発

２

照
明
間
引
き

３

こ
ま
め
な
消
灯

４

照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
等
へ
切
り
替
え
交
換

５

空
調
温
度
を
高
め
（28

℃

等
）
に
設
定

６

空
調
を
ガ
ス
方
式
等
に
変
更

７

不
在
エ
リ
ア
の
空
調
停
止

８

待
機
電
力
を
切
る

９

製
造
機
器
稼
働
の
節
電
工
夫

１
０

操
業
日
や
操
業
時
間
帯
の
シ
フ
ト

１
１

生
産
抑
制

１
２

夏
季
休
暇
の
拡
大

１
３

自
家
発
電
稼
働

１
４

生
産
拠
点
の
移
転
・
シ
フ
ト
（
国
内
の
他
電

力
管
内
へ
）

１
５

生
産
拠
点
の
移
転
・
シ
フ
ト
（
海
外
へ
）

１
６

電
力
以
外
の
燃
料
に
よ
る
製
造
機
器
導
入

１
７

エ
レ
ベ
ー
タ
間
引
き
等
の
動
力
の
調
整

１
８

そ
の
他
（
）

回
答
不
明

東北（n=372）

中部（n=369）
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５．節電による企業活動への影響（複数回答可）

※１．で「節電を実施した」と回答した企業のみ
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コ

ス
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増
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し
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２

生
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・販
売
量
等
に
影
響
が

生
じ
た

３

顧
客
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
た

４

従
業
員
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
多

く
あ
っ
た

５

特
に
生
産
・販
売
量
等
に
影

響
は
な
く
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
は
な

か
っ
た

６

そ
の
他

回
答
不
明

東北（n=372）

中部（n=369）
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６．２０１７年度夏季の節電継続

※１．で「節電を実施した」と回答した企業のみ

１ 来夏（2017
年度）節電を継

続する
93%

２ 来夏（2017
年度）節電を継

続しない
0%

３ 分からない
7%

回答不明
0%

東北（n=372）

１ 来夏（2017
年度）節電を継

続する
96%

２ 来夏（2017
年度）節電を継

続しない
0%

３ 分からない
2% 回答不明

2%

中部（n=369）
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７．２０１７年度夏季も節電を行う場合における、２０１６年度夏季と同様の節電取組可能性

※６．で「節電を継続する」と回答した企業のみ

１ 来夏（2017年
度）も今夏（2016年
度）と同様の節電取

組を継続することは

可能
93%

２ 節電には協

力するが、今夏

（2016年度）と

同様の節電取

組は困難
2%

３ 分からない
5%

回答不明
0%

東北（n=344）

１ 来夏（2017年度）

も今夏（2016年度）

と同様の節電取組

を継続することは可

能
88%

２ 節電には協

力するが、今夏

（2016年度）と

同様の節電取

組は困難
4%

３ 分からない
7%

回答不明
1%

中部（n=355）
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８．無理がないと思われる節電目標（対2010年度（震災前）比）

4%

70%

14%
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０
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％
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０
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０
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１
５
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満

６

１
５
％
以
上
２
０
％
未
満

７

２
０
％
以
上

回
答
不
明

東北（n=401）

中部（n=408）
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９．節電を継続する理由（複数回答可）

※６．で「節電を継続する」と回答した企業のみ

10%

82%

1%
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82%
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10%
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89%
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と
が

定
着
し
た
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ら
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悪
化
に
よ
り
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産
を
縮
小
し
て
い
る

か
ら

４

停
電
を
避
け
た
い

か
ら

５

コ
ス
ト
削
減
に
つ
な

が
る
か
ら

６

そ
の
他

回
答
不
明

東北（n=344）

中部（n=355）
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１０．２０１５年度冬季の節電の実施の有無

１ 昨冬（2015
年度）節電を実

施した
85%

２ 昨冬（2015
年度）節電を実

施しなかった
15%

回答不明
0%

東北（n=401 ）

１ 昨冬（2015
年度）節電を実

施した
81%

２ 昨冬（2015
年度）節電を実

施しなかった
19%

回答不明
0%

中部（n=408）
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１１．２０１６年度冬季の節電の継続

※１０．で「節電を実施した」と回答した企業のみ

１ 今冬（2016
年度）節電を継

続する
94%

２ 今冬（2016
年度）節電を継

続しない
0%

３ 分からない
6% 回答不明

0%

東北（n=341）

１ 今冬（2016
年度）節電を継

続する
95%

２ 今冬（2016
年度）節電を継

続しない
1%

３ 分からない
2% 回答不明

2%

中部（n=330）
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１２．２０１６年度冬季に節電を継続する場合における２０１５年度冬季と同様の節電取組可能性

※１１．で「節電を継続する」と回答した企業のみ

１ 今冬（2016年度）

に昨冬（2015年度）と

同様の節電取組を継

続することは可能
94%

２ 節電には協力する

が、昨冬（2015年度）

と同様の節電取組は

困難
2%

３ 分からない
4%

回答不明
0%

東北（n=321）

１ 今冬（2016年度）に

昨冬（2015年度）と同

様の節電取組を継続

することは可能
90%

２ 節電には協力す

るが、昨冬（2015年
度）と同様の節電取

組は困難
3%

３ 分からない
6%

回答不明
1%

中部（n=315）
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１３．全国的な需給ひっ迫が将来的に継続した場合の影響（複数回答可）

42%

8%
7%

15%

8%

35%

13%

2%

44%

13%

7%

25%

11%

31%

10%

0%
0%

5%
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15%

20%
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35%

40%

45%

50%
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生
産
・営
業
を
抑

制
せ
ざ
る
を
得
な
い

２

生
産
拠
点
・事
業

所
の
海
外
移
転

３

他
企
業
へ
の
生
産
・

販
売
委
託
を
増
や
す

４

取
引
先
の
生
産
抑

制
に
よ
る
受
注
の
減
少

５

取
引
先
の
海
外
移

転
に
伴
う
受
注
・販
売

の
減
少

６

特
に
影
響
は
な
い

見
通
し

７

そ
の
他

回
答
不
明

東北（n=401）

中部（n=408）
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小口需要家のご協力
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小口需要家（契約電力500ｋW未満）の概要

修正中

＜２０１６年度夏季の節電に関するヒアリング・アンケート調査概要＞

①約８割以上の小口需要家が「２０１６年度夏季に節電を実施した」と回答。
・節電の内容は、照明と空調に関するものが も多い。

②約９割以上の小口需要家は、「２０１７年度夏季も節電を継続する」と回答。
・他方、２０１６年度夏季同様の節電は困難との声が約２％みられる。

③「無理がないと思われる節電目標」は１０％未満が大多数。
・約６割が「無理がないと思われる冬季の節電目標」として５％未満（このうち、０％は１割程度）と回答。

④２０１６年度夏季も節電を継続する理由として「コスト削減につながるから」との回答が も多く、節電意識の高まりが
見られる一方で、「節電することが定着しているから」との回答も多く見られた。

⑤２０１６年度夏季の節電については、約８割の企業が、節電の実施による影響がなかったと回答。
・他方で、従業員からのクレーム、顧客サービスの低下、生産販売への影響によるコスト増などの声も
少なからずあった。

＜参考：２０１６年度夏季の小口需要家の需要減少＞
単位（万kW）

東北電力 中部電力

数値目標 なし なし

節電効果
（）内の単位：万ｋW

▲２０％
(▲１０１)

▲１０％
(▲８９)

※節電要請期間であった７月１日（金）から８月３１日（水）時点まで(土日祝日、その他異常値を除く)の期間について2010年度夏季の需要の気温感応度を基に
今夏の各日の需要値（理論値）を算出し、これと今夏の各日の需要実績との差を比較・平均等したもの。内訳はサンプルデータや契約電力等から推計。
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１．２０１６年度夏季の節電の実施の有無

１ 今夏（2016
年度）節電を実

施した
86%

２ 今夏（2016年
度）節電を実施し

なかった
14%

回答不明
0%

東北(n=348)

１ 今夏（2016
年度）節電を実

施した
85%

２ 今夏（2016年
度）節電を実施し

なかった
15%

回答不明
0%

中部(n=300)
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２．節電を実施した理由（複数回答可）

※１．で「節電を実施した」と回答した企業のみ

3%

76%

2% 2%

81%

2%
0%

6%

75%

4%
1%

88%

3%
0%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

１

電
力
不
安
が
あ
り

協
力
し
た
い
と
考
え
た

か
ら

２

節
電
す
る
こ
と
が

定
着
し
た
か
ら

３

市
況
悪
化
に
よ
り

生
産
を
縮
小
し
て
い
る

か
ら

４

停
電
を
避
け
た
い

か
ら

５

コ
ス
ト
削
減
に
つ
な

が
る
か
ら

６

そ
の
他

回
答
不
明

東北（n=301）

中部（n=256）
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３．電気料金価格の変化による節電取組への影響
※１．で「節電を実施した」と回答した企業のみ

１ とても影響

があった
16%

２ やや影響が

あった
35%

３ あまり影響

がなかった
33%

４ 全く影響が

なかった
6%

５ わからない
10%

回答不明
0%

東北（n=301）

１ とても影響

があった
13%

２ やや影響が

あった
28%３ あまり影響

がなかった
39%

４ 全く影響が

なかった
4%

５ わからない
14%

回答不明
2%

中部（n=256）
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４．実施した節電の内容（複数回答可）

※１．で「節電を実施した」と回答した企業のみ

42%

54%

84%

45%
41%

1%

43%

25%

9%
4%

1% 2% 3% 1% 0% 0%
4% 3%

0%

32%

49%

84%

45% 48%

4%

42%

21%

14%

5%
2% 2% 1% 0% 0% 0% 2%

6%
0%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

１

節
電
目
標
や
内
容
を
社
内
に
啓
発

２

照
明
間
引
き

３

こ
ま
め
な
消
灯

４

照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
等
へ
切
り
替
え
交
換

５

空
調
温
度
を
高
め
（28

℃

等
）
に
設
定

６

空
調
を
ガ
ス
方
式
等
に
変
更

７

不
在
エ
リ
ア
の
空
調
停
止

８

待
機
電
力
を
切
る

９

製
造
機
器
稼
働
の
節
電
工
夫

１
０

操
業
日
や
操
業
時
間
帯
の
シ
フ
ト

１
１

生
産
抑
制

１
２

夏
季
休
暇
の
拡
大

１
３

自
家
発
電
稼
働

１
４

生
産
拠
点
の
移
転
・
シ
フ
ト
（
国
内
の

他
電
力
管
内
へ
）

１
５

生
産
拠
点
の
移
転
・
シ
フ
ト
（
海
外
へ
）

１
６

電
力
以
外
の
燃
料
に
よ
る
製
造
機
器

導
入

１
７

エ
レ
ベ
ー
タ
間
引
き
等
の
動
力
の
調
整

１
８

そ
の
他
（
）

回
答
不
明

東北（n=301）

中部（n=256）
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５．節電による企業活動への影響（複数回答可）

※１．で「節電を実施した」と回答した企業のみ

1% 1% 2%
8%

83%

5% 2%0% 2% 4%
9%

81%

5% 5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

１

自
家
発
電
の
稼
働
に
よ
り
コ
ス
ト

が
増
加
し
た

２

生
産
・販
売
量
等
に
影
響
が
生
じ

た

３

顧
客
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
た

４

従
業
員
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
多
く

あ
っ
た

５

特
に
生
産
・販
売
量
等
に
影
響
は

な
く
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
は
な
か
っ
た

６

そ
の
他

回
答
不
明

東北（n=301）

中部（n=256）
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６．２０１７年度夏季の節電継続

※１．で「節電を実施した」と回答した企業のみ

１ 来夏（2017
年度）節電を継

続する
96%

２ 来夏（2017
年度）節電を継

続しない
0%

３ 分からない
3% 回答不明

1%

中部（n=256）

１ 来夏（2017
年度）節電を継

続する
94%

２ 来夏（2017
年度）節電を継

続しない
0%

３ 分からない
6% 回答不明

0%

東北（n=301）
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７．２０１７年度夏季も節電を行う場合における、２０１６年度夏季と同様の節電取組可能性

※６．で「節電を継続する」と回答した企業のみ

１ 来夏（2017
年度）も今夏

（2016年度）と同

様の節電取組

を継続すること

は可能
94%

２ 節電には協

力するが、今

夏（2016年度）

と同様の節電

取組は困難
1%

３ 分からない
5% 回答不明

0%

東北（n=284）

１ 来夏（2017
年度）も今夏

（2016年度）と

同様の節電取

組を継続する

ことは可能
89%

２ 節電には協

力するが、今

夏（2016年度）

と同様の節電

取組は困難
4%

３ 分からない
5% 回答不明

2%

中部（n=246）
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８．無理がないと思われる節電目標（対2010年度（震災前）比）

4%

65%

15%

7%
4%

1% 0%
3%

37%
40%

11%

5% 4%
1% 2%

0%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

１

０
％

２

５
％
未
満

３

５
％
以
上
７
％
未
満

４

７
％
以
上
１
０
％
未
満

５

１
０
％
以
上
１
５
％
未

満

６

１
５
％
以
上
２
０
％
未

満

７

２
０
％
以
上

回
答
不
明

東北（n=348）

中部（n=300）
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９．節電を継続する理由（複数回答可）

※６．で「節電を継続する」と回答した企業のみ

6%

76%

2% 2%

81%

1% 0%
6%

75%

4% 2%

90%

3% 0%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

１

電
力
不
安
が
あ
り
協

力
し
た
い
と
考
え
た
か
ら

２

節
電
す
る
こ
と
が
定

着
し
た
か
ら

３

市
況
悪
化
に
よ
り
生

産
を
縮
小
し
て
い
る
か
ら

４

停
電
を
避
け
た
い
か

ら

５

コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が

る
か
ら

６

そ
の
他

回
答
不
明

東北（n=284）

中部（n=246）
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１０．２０１５年度冬季の節電の実施の有無

１ 昨冬（2015
年度）節電を実

施した
80%

２ 昨冬（2015
年度）節電を実

施しなかった
19%

回答不明
1%

東北（n=348）

１ 昨冬（2015
年度）節電を実

施した
80%

２ 昨冬（2015
年度）節電を実

施しなかった
20%

回答不明
0%

中部（n=300）
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１１．２０１６年度冬季の節電の継続

※１０．で「節電を実施した」と回答した企業のみ

１ 今冬（2016
年度）節電を継

続する
94%

２ 今冬（2016
年度）節電を継

続しない
0%

３ 分からない
6% 回答不明

0%

東北（n=277）

１ 今冬（2016
年度）節電を継

続する
94%

２ 今冬（2016
年度）節電を継

続しない
2%

３ 分からない
4% 回答不明

0%

中部（n=239）
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１２．２０１６年度冬季に節電を継続する場合における２０１５年度冬季と同様の節電取組可能性

※１１．で「節電を継続する」と回答した企業のみ

１ 今冬（2016年
度）に昨冬（2015
年度）と同様の節

電取組を継続す

ることは可能
93%

２ 節電には協

力するが、昨冬

（2015年度）と同

様の節電取組は

困難
1%

３ 分からない
6% 回答不明

0%

東北（n=260）

１ 今冬（2016年
度）に昨冬（2015
年度）と同様の

節電取組を継続

することは可能
91%

２ 節電には協

力するが、昨冬

（2015年度）と同

様の節電取組は

困難
2%

３ 分からない
6% 回答不明

1%

中部（n=225）
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１３．全国的な需給ひっ迫が将来的に継続した場合の影響（複数回答可）

41%

4% 5%

9%

3%

45%

8%

1%

28%

4% 4%

18%

11%

48%

10%

0%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

１

生
産
・営
業
を
抑
制
せ
ざ
る

を
得
な
い

２

生
産
拠
点
・事
業
所
の
海
外

移
転

３

他
企
業
へ
の
生
産
・販
売
委
託

を
増
や
す

４

取
引
先
の
生
産
抑
制
に
よ
る

受
注
の
減
少

５

取
引
先
の
海
外
移
転
に
伴
う

受
注
・販
売
の
減
少

６

特
に
影
響
は
な
い
見
通
し

７

そ
の
他

回
答
不
明

東北（n=348）

中部（n=300）
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家庭のご協力
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＜２０１６年度夏季の節電に関するヒアリング・アンケート調査概要＞

①約５割の家庭需要家が「２０１６年度夏季に節電を実施した」と回答。
・大口（約９割実施）、小口（約８割実施）に比べ実績が低い傾向。
・節電の内容は、エアコンや照明、テレビに関するものが も多い。

②約９割以上の家庭需要家は、「２０１７年度夏季も節電を継続する」と回答。
・他方、２０１６年度夏季同様の節電は困難との声が約２％みられる。

③「無理がないと思われる節電目標」は１５％未満が大多数。
・約４割が「無理がないと思われる節電目標」として５％未満（このうち、０％は１割程度 ）と回答。

④２０１７年度夏季も節電を継続する理由として「節電をすれば電気代の節約になると思ったから」との回答が も多く、節電意

識の高まりが見られる一方で、「政府・電力会社の広報や新聞・ニュースを見て、「家庭の協力が必要」と思ったから」との回答
も少なからず見られた。

＜参考：２０１６年度夏季の家庭の需要減少＞

単位（万kW）

東北電力 中部電力

数値目標 なし なし

節電効果
（）内の単位：万ｋW

▲１７％
(▲６０)

▲１２％
(▲８８)

※節電要請期間であった７月１日（金）から８月３１日（水）時点まで(土日祝日、その他異常値を除く)の期間について2010年度夏季の需要の気温感応度を基に
今夏の各日の需要値（理論値）を算出し、これと今夏の各日の需要実績との差を比較・平均等したもの。内訳はサンプルデータや契約電力等から推計。

家庭の概要・検証
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１．２０１６年度夏季の節電の実施の有無

１ 今夏

（2016年度）

節電を実施し

た
45%

２ 今夏

（2016年度）

節電を実施し

なかった
55%

回答不明
0%

東北（n=1400）

１ 今夏

（2016年度）

節電を実施し

た
49%

２ 今夏

（2016年度）

節電を実施し

なかった
51%

回答不明
0%

中部（n=1000）
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２．節電を実施した理由（複数回答可）

※１．で「節電を実施した」と回答した者のみ

15%

3%
7%

20%

69%

2%

49%

2%
0%

21%

7% 7%

23%

73%

1%

37%

1% 0%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

１

政
府
・
電
力
会
社
の
広
報
や
新
聞
・

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て「
家
庭
の
協
力
が
必
要
」
と

思
っ
た
か
ら

２

職
場
や
学
校
等
で「
自
宅
で
も
節
電
を

実
施
す
る
よ
う
に
」
と
の
呼
び
か
け
が
あ
っ

た
か
ら

３

計
画
停
電
に
な
る
と
社
会
的
影
響
が
大

き
い
か
ら

４

環
境
意
識
が
高
ま
っ
た
か
ら

５

節
電
を
す
れ
ば
電
気
代
の
節
約
に
な
る

と
思
っ
た
か
ら

６

友
人
、
隣
人
な
ど
ま
わ
り
の
人
が
節
電

を
し
て
い
た
か
ら

７

節
電
す
る
こ
と
が
習
慣
化
し
た
か
ら

８

そ
の
他

回
答
不
明

東北（n=636）

中部（n=493）
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３．電気料金価格の変化による節電取組への影響

※１．で「節電を実施した」と回答した者のみ

１ とても影

響があった
12%

２ やや影響

があった
33%３ あまり影

響がなかった
38%

４ 全く影響

がなかった
6%

５ わからない
11%

回答不明
0%

東北（n=636）
１ とても影

響があった
8%

２ やや影響

があった
34%３ あまり影

響がなかった
35%

４ 全く影響

がなかった
7%

５ わから

ない
16%

回答不明
0%

中部（n=493）
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４．実施した節電内容（複数回答可）

※１．で「節電を実施した」と回答した者のみ

40%

35%

54%

20%

50%

44%

11%

59%

33%
30% 30%

21%

40%

21%

29%

25%
22% 21%

7%
3% 2%

0%

59%

35%

57%

27%

46%

27%

10%

53%

30%

18%

31%

17%

41%

18%

27%

23%

17% 17%

11%

1% 1% 0%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

１

エ
ア
コ
ン
は
室
温
２
８℃

を
心
が
け
る

２
「
す
だ
れ
」や「
よ
し
ず
」な
ど
窓
か
ら
の
日
差
し
を
和

ら
げ
る

３

無
理
の
な
い
範
囲
で
エ
ア
コ
ン
を
消
し
て
、
扇
風
機
を

使
う

４

エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
定
期
的
に
掃
除
す
る

５

照
明
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す

６

照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
等
へ
切
り
替
え
交
換

７

テ
レ
ビ
画
面
の
輝
度
を
下
げ
る

８

テ
レ
ビ
を
必
要
な
と
き
以
外
は
消
す

９

便
座
保
温
・
温
水
の
オ
フ
機
能
、
タ
イ
マ
ー
節
電
機
能

が
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
を
利
用
す
る

１
０

炊
飯
器
は
早
朝
に
タ
イ
マ
ー
機
能
で
１
日
分
を
ま

と
め
炊
き

１
１

炊
飯
器
の
保
温
機
能
は
使
わ
ず
、
さ
ま
し
て
か
ら

冷
蔵
庫
に
保
存

１
２

家
電
製
品
全
般
に
つ
い
て
リ
モ
コ
ン
の
電
源
で
は
な

く
、
本
体
の
主
電
源
を
切
る

１
３

長
時
間
使
わ
な
い
機
器
は
プ
ラ
グ
を
抜
く

１
４

冷
蔵
庫
の
設
定
を
強
か
ら
中
に
変
え
る

１
５

冷
蔵
庫
の
扉
を
開
け
る
時
間
を
減
ら
す

１
６

冷
蔵
庫
に
食
品
を
つ
め
こ
ま
な
い

１
７

お
湯
は
コ
ン
ロ
で
沸
か
し
、
電
気
ポ
ッ
ト
の
電
源
は

切
る

１
８

洗
濯
機
は
容
量
の
８
０
％
程
度
を
目
安
に
ま
と
め

洗
い

１
９

旅
行
や
外
出
を
す
る
こ
と
で
、
家
庭
内
の
消
費
電

力
を
下
げ
る

２
０

そ
の
他
（
）

２
１
特
に
な
い

回
答
不
明

東北（n=636）

中部（n=493）



40
５．特に家庭の節電が必要と思う時間帯（複数回答可）

7%

21%

33%

37%

26%
24%

0%

8%

20%

41%

30%

22% 21%

0%
0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

１

平
日
の
早
朝
（
出

勤
や
登
校
前
の7

時

頃
）

２

平
日
の
午
前
（9

時

～12

時
）

３

平
日
の
午
後
（13

時
～16
時
）

４

平
日
の
夕
方
～
夜

（17

時
～20

時
）

５

平
日
の
夜
中
（21

時
以
降
）

６

あ
て
は
ま
る
も
の

は
な
い

回
答
不
明

東北（n=1400）

中部（n=1000）



41
６．特に暑さが厳しい日の日中における、エアコン等の節電

※１．で「節電を実施した」と回答した者のみ

１ 通常実施し

ている節電より

踏み込んで行っ

た

14%

２ 通常実施し

ている節電と同

程度で行った

58%

３ 通常と同程

度の節電はして

いない

9%

４ 分からない
6%

５ 冷房機器を

持っていない

13%

回答不明

0%
東北（n=636）

１ 通常実施している

節電より踏み込んで

行った

17%

２ 通常実施し

ている節電と同

程度で行った

62%

３ 通常と同程

度の節電はして

いない

9%

４ 分からない

6%

５ 冷房機器を

持っていない

6%

回答不明

0%

中部（n=493）



42
７．２０１７年度夏季の節電の継続

※１．で「節電を実施した」と回答した者のみ

１ 来夏（2017
年度）節電を継

続する

90%

２ 来夏（2017
年度）節電は継

続しない

2%

３ 分からない

8%
回答不明

0%

東北（n=636）

１ 来夏（2017
年度）節電を継

続する

89%

２ 来夏（2017
年度）節電は継

続しない

2%

３ 分からない

9% 回答不明

0%

中部（n=493）



43
８．２０１７年度夏季も節電を行う場合における、２０１６年度夏季と同様の節電取組可能性

※７．で「節電を継続する」と回答した者のみ

１ 来夏（2017年度）も

今夏（2016年度）と同

様の節電取組を継続

することは可能

89%

２ 節電には協力す

るが、今夏（2016年
度）と同様の節電取

組は困難

4%

３ 分からない

7% 回答不明

0%

東北（n=570）

１ 来夏（2017年度）も

今夏（2016年度）と同

様の節電取組を継続

することは可能

92%

２ 節電には協力す

るが、今夏（2016年
度）と同様の節電取

組は困難

2%

３ 分からない

6% 回答不明

0%

中部（n=441）



44
９．無理がないと思われる節電幅（対２０１０年度（震災前）比）

6%

34%

26%

20%

8%

3% 4%

0%

3%

32%

29%

21%

10%

3% 3%

0%
0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

１

０
％

２

５
％
未
満

３

５
％
以
上
７
％
未
満

４

７
％
以
上
１
０
％
未
満

５

１
０
％
以
上
１
５
％
未
満

６

１
５
％
以
上
２
０
％
未
満

７

２
０
％
以
上

回
答
不
明

東北（n=1400）

中部（n=1000）



45
１０．節電を実施する理由（複数回答可）
※７．で「節電を継続する」と回答した者のみ

17%

5%
11%

31%

74%

2%

50%

1% 0%

19%

6%
11%

29%

78%

2%

38%

1% 0%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

１

政
府
・
電
力
会
社
の
広
報
や
新
聞
・
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て「
家
庭
の
協
力
が
必
要
」
と
思
っ
た

か
ら

２

職
場
や
学
校
等
で「
自
宅
で
も
節
電
を
実

施
す
る
よ
う
に
」
と
の
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
か

ら

３

計
画
停
電
に
な
る
と
社
会
的
影
響
が
大

き
い
か
ら

４

環
境
意
識
が
高
ま
っ
た
か
ら

５

節
電
を
す
れ
ば
電
気
代
の
節
約
に
な
る

と
思
っ
た
か
ら

６

友
人
、
隣
人
な
ど
ま
わ
り
の
人
が
節
電
を

し
て
い
た
か
ら

７

節
電
す
る
こ
と
が
習
慣
化
し
た
か
ら

８

そ
の
他

回
答
不
明

東北（n=570）

中部（n=441）



46
１１．でんき予報の活用

１ 非常に参考

にしている

4%
２ まあ参考に

している

12%

３ どちらともい

えない

19%

４ あまり参考

にしていない

19%

５ 全く参考にし

ていない

46%

回答不明

0%

東北（n=1400） １ 非常に参考

にしている

4%

２ まあ参考に

している

9%

３ どちらともい

えない

14%

４ あまり参考

にしていない

18%

５ 全く参考にし

ていない

55%

回答不明

0%

中部（n=1000）



47
１２．２０１５年度冬季の節電の実施の有無

１ 昨冬（2015
年度）節電を実

施した

47%

２ 昨冬（2015
年度）節電を実

施しなかった

53%

回答不明

0%

東北（n=1400）

１ 昨冬（2015
年度）節電を実

施した

45%

２ 昨冬（2015
年度）節電を実

施しなかった

55%

回答不明

0%

中部（n=1000）



48
１３．２０１６年度冬季の節電の継続

※１２．で「節電を実施した」と回答した者のみ

１ 今冬（2016
年度）節電を継

続する

87%

２ 今冬（2016
年度）節電を継

続しない

2%

３ 分からない

11%
回答不明

0%

東北（n=652）

１ 今冬（2016
年度）節電を継

続する

90%

２ 今冬（2016
年度）節電を継

続しない

1%

３ 分からない

9%
回答不明

0%

中部（n=447）



49
１４．２０１６年度冬季に節電を継続する場合における２０１５年度冬季と同様の節電取組可能性

※１３．で「節電を継続する」と回答した者のみ

１ 今冬（2016年
度）に昨冬（2015
年度）と同様の節

電取組を継続する

ことは可能

87%

２ 節電には協

力するが、昨冬

（2015年度）と

同様の節電取

組は困難

5%

３ 分からない

8%
回答不明

0%

東北（n=568）

１ 今冬（2016年度）

に昨冬（2015年度）

と同様の節電取組

を継続することは可

能

92%

２ 節電には協

力するが、昨冬

（2015年度）と

同様の節電取

組は困難

2%

３ 分からない

6%
回答不明

0%

中部（n=404）



・実施時期（８月上旬～９月中旬）

・実施規模（各社、大口３００件以上、小口３００件以上、家庭１，０００件以上）

アンケート集計結果
（９社分）

horikawa-t
テキストボックス
第８回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会資料２－１参考資料７別添１



大口
(1)夏の節電にかかる質問
①今夏（2016年度）の節電の実施の有無有無

回答数
１　今夏（2016年
度）節電を実施し

た

２　今夏（2016
年度）節電を
実施しなかっ

た

回答不明

北海道 343 299 44 0
東北 744 372 29 0
東京 913 481 31 0
中部 920 369 39 0
関西 910 466 36 0
北陸 838 301 35 0
中国 752 365 51 0
四国 716 275 25 0
九州 666 347 19 0
合計 3,950 3,275 309 0

②節電を実施した理由（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ）

回答数
１　電力不安があ
り協力したいと考

えたから

２　節電するこ
とが定着した

から

３　市況
悪化によ
り生産を
縮小して
いるから

４　停電
を避けた
いから

５　コスト
削減につ
ながるか
ら

６　その
他

回答不明

北海道 299 94 208 4 40 241 7 2
東北 372 24 303 9 18 295 10 0
東京 481 18 251 9 6 407 153 0
中部 369 32 274 22 7 326 25 0
関西 466 56 350 13 24 368 12 2
北陸 301 29 205 18 4 243 8 0
中国 365 20 226 11 7 305 16 0
四国 275 27 183 13 10 238 3 0
九州 347 40 270 7 11 290 7 0
合計 3,275 340 2,270 106 127 2,713 241 4

③値上げや燃料費調整制度等により、電気料金価格が変化したことによる節電取組への影響（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ）

回答数
１　とても影響が

あった
２　やや影響
があった

３　あまり
影響がな
かった

４　全く影
響がな
かった

５　わから
ない

回答不明

北海道 299 82 102 76 15 22 2
東北 372 83 140 102 21 24 2
東京 481 210 112 93 43 16 7
中部 369 51 116 138 34 21 9
関西 466 159 170 102 13 19 3
北陸 301 34 109 112 20 24 2
中国 365 43 102 174 25 19 2
四国 275 56 96 95 8 20 0
九州 347 82 139 95 17 14 0
合計 3,275 800 1,086 987 196 179 27



④実施した節電の内容（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ）

回答数
１　節電目標や内
容を社内に啓発

２　照明間引
き

３　こまめ
な消灯

４　照明
をＬＥＤ等
へ切り替
え交換

５　空調
温度を高
め（28℃
等）に設
定

６　空調
をガス方
式等に変
更

７　不在
エリアの
空調停止

８　待機
電力を切
る

９　製造
機器稼働
の節電工
夫

１０　操業
日や操業
時間帯の
シフト

１１　生産
抑制

１２　夏季
休暇の拡
大

１３　自家
発電稼働

１４　生産
拠点の移
転・シフト
（国内の
他電力管
内へ）

１５　生産
拠点の移
転・シフト
（海外へ）

１６　電力
以外の燃
料による
製造機器
導入

１７　エレ
ベータ間
引き等の
動力の調
整

１８　その
他（　）

回答不明

北海道 299 126 181 243 174 123 3 92 20 62 10 3 2 19 0 0 1 20 14 3
東北 372 191 227 294 196 189 16 182 116 57 19 2 10 26 1 2 1 32 12 0
東京 481 330 223 290 341 366 4 191 96 113 56 16 23 29 4 3 3 29 39 2
中部 369 180 191 295 239 209 10 159 139 129 46 13 12 26 1 4 2 15 20 1
関西 466 238 274 396 294 276 23 238 119 93 64 17 18 38 3 4 6 31 46 0
北陸 301 118 140 224 147 137 5 156 58 60 36 5 17 12 1 0 2 19 15 1
中国 365 159 157 287 204 167 5 135 78 68 35 6 17 15 0 0 0 9 23 0
四国 275 118 124 223 140 145 2 125 50 53 17 7 10 15 0 1 5 8 9 0
九州 347 164 162 280 184 160 4 169 96 81 52 8 12 26 1 0 3 17 19 0
合計 3,275 1,624 1,679 2,532 1,919 1,772 72 1,447 772 716 335 77 121 206 11 14 23 180 197 7

⑤節電による企業活動への影響（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ）

回答数
１　自家発電の稼
働によりコストが

増加した

２　生産・販売
量等に影響が

生じた

３　顧客
サービス
が低下し
た

４　従業
員からク
レームが
多くあっ
た

５　特に
生産・販
売量等に
影響はな
くマイナス
の影響は
なかった

６　その
他（　）

回答不明

北海道 299 5 4 14 21 231 21 11
東北 372 5 7 20 44 292 19 6
東京 481 3 4 9 38 381 30 26
中部 369 3 7 6 31 319 10 12
関西 466 8 12 27 63 343 36 9
北陸 301 4 5 16 35 238 10 9
中国 365 3 5 10 38 291 12 14
四国 275 4 6 13 33 215 18 0
九州 347 5 6 15 41 274 27 0
合計 3,275 40 56 130 344 2,584 183 87

⑥来夏（2017年度）の節電継続（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ）

回答数
１　来夏（2017年
度）節電を継続す

る

２　来夏（2017
年度）節電を
継続しない

３　分から
ない

回答不明

北海道 299 293 0 6 0
東北 372 344 1 26 1
東京 481 467 1 10 3
中部 369 355 1 8 5
関西 466 435 0 31 0
北陸 301 296 0 5 0
中国 365 358 0 6 1
四国 275 271 1 3 0
九州 347 344 0 3 0
合計 3,275 3,163 4 98 10



⑦来夏（2017年度）も節電を行う場合における、今夏（2016年度）と同様の節電取組可能性（※⑥で「節電を継続する」と回答した企業のみ）

回答数

１　来夏（2017年
度）も今夏（2016
年度）と同様の節
電取組を継続す
ることは可能

２　節電には
協力するが、
今夏（2016年
度）と同様の
節電取組は
困難

３　分から
ない

回答不明

北海道 293 262 20 11 0
東北 344 319 6 17 2
東京 467 452 2 7 6
中部 355 313 15 23 4
関西 435 397 16 21 1
北陸 296 248 19 28 1
中国 358 329 13 15 1
四国 271 246 6 19 0
九州 344 312 14 18 0
合計 3,163 2,878 111 159 15

⑧無理がないと思われる節電目標（対2010年度（震災前）比）

回答数 １　０％ ２　５％未満
３　５％以
上７％未
満

４　７％以
上１０％
未満

５　１０％
以上１
５％未満

６　１５％
以上２
０％未満

７　２０％
以上

回答不明

北海道 343 114 121 44 33 19 3 6 3
東北 401 18 279 58 16 13 7 5 5
東京 512 16 206 48 53 15 138 12 24
中部 408 156 190 29 12 7 8 6 0
関西 502 24 301 72 57 23 8 7 10
北陸 336 22 217 43 17 10 5 5 17
中国 416 20 312 39 16 7 1 1 20
四国 300 140 105 30 11 11 1 2 0
九州 366 16 244 57 28 14 3 4 0
合計 3,584 526 1,975 420 243 119 174 48 79

⑨節電を継続する理由（複数回答可）（※⑥で「節電を継続する」と回答した企業のみ）

回答数
１　電力不安があ
り協力したいと考

えたから

２　節電するこ
とが定着した

から

３　市況
悪化によ
り生産を
縮小して
いるから

４　停電
を避けた
いから

５　コスト
削減につ
ながるか
ら

６　その
他

回答不明

北海道 293 92 201 7 40 241 8 0
東北 344 33 281 5 18 281 12 3
東京 467 20 366 10 6 415 152 3
中部 355 35 256 18 7 317 18 2
関西 435 57 311 16 24 379 8 0
北陸 296 29 209 9 7 248 4 1
中国 358 21 225 9 9 304 10 1
四国 271 24 180 8 11 243 2 0
九州 344 47 259 5 18 294 6 0
合計 3,163 358 2,288 87 140 2,722 220 10



（２）冬の節電に係る質問
①昨冬（2015年度）の節電の実施の有無

回答数
１　昨冬（2015年
度）節電を実施し

た

２　昨冬（2015
年度）節電を
実施しなかっ

た

回答不明

北海道 288 55 0
東北 341 59 1
東京 458 53 1
中部 330 78 0
関西 412 90 0
北陸 262 60 14
中国 332 81 3
四国 261 39 0
九州 310 56 0
合計 2,994 571 19

②今冬（2016年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ）

回答数
１　今冬（2016年
度）節電を継続す

る

２　今冬（2016
年度）節電を
継続しない

３　分から
ない

回答不明

北海道 288 276 1 11 0
東北 341 321 0 20 0
東京 458 452 2 3 1
中部 330 315 2 8 5
関西 412 392 0 20 0
北陸 262 256 1 5 0
中国 332 322 0 10 0
四国 261 251 0 10 0
九州 310 305 0 5 0
合計 2,994 2,890 6 92 6

③今冬（2016年度）節電を継続する場合における昨冬（2015年度）と同様の節電取組可能性（※②で「節電を継続する」と回答した企業のみ）

回答数

１　今冬（2016年
度）に昨冬（2015
年度）と同様の節
電取組を継続す
ることは可能

２　節電には
協力するが、
昨冬（2015年
度）と同様の
節電取組は
困難

３　分から
ない

回答不明

北海道 276 245 20 10 1
東北 321 303 5 12 1
東京 452 442 1 6 3
中部 315 284 10 18 3
関西 392 363 15 14 0
北陸 256 218 13 23 2
中国 322 302 8 11 1
四国 251 227 7 17 0
九州 305 288 7 10 0
合計 2,890 2,672 86 121 11



（３）その他
①全国的な需給ひっ迫が将来的に継続した場合の影響（複数回答可）

回答数
１　生産・営業を
抑制せざるを得な

い

２　生産拠点・
事業所の海
外移転

３　他企
業への生
産・販売
委託を増
やす

４　取引
先の生産
抑制によ
る受注の
減少

５　取引
先の海外
移転に伴
う受注・
販売の減
少

６　特に
影響はな
い見通し

７　その
他（　）

回答不明

北海道 343 121 8 8 35 9 132 66 12
東北 401 170 34 27 59 34 140 52 7
東京 512 211 12 24 48 19 185 60 45
中部 408 178 53 28 100 44 125 39 0
関西 502 222 53 32 82 24 142 84 11
北陸 336 118 25 22 48 18 120 35 24
中国 416 143 35 29 71 18 140 46 31
四国 300 133 16 12 37 8 106 54 0
九州 366 144 17 19 51 13 132 59 0
合計 3,584 1,440 253 201 531 187 1,222 495 130



小口
(1)夏の節電にかかる質問
①今夏（2016年度）の節電の実施の有無有無

回答数
１　今夏（2016年度）節

電を実施した

２　今夏（2016
年度）節電を
実施しなかっ

た

回答不明

北海道 336 244 92 0
東北 348 301 47 0
東京 323 319 4 0
中部 300 256 44 0
関西 389 327 62 0
北陸 300 250 50 0
中国 420 355 64 1
四国 320 278 42 0
九州 360 311 49 0
合計 3,096 2641 454 1

②節電を実施した理由（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ）

回答数
１　電力不安があり協力
したいと考えたから

２　節電するこ
とが定着した

から

３　市況
悪化によ
り生産を
縮小して
いるから

４　停電
を避けた
いから

５　コスト
削減につ
ながるか
ら

６　その
他

回答不明

北海道 244 27 144 5 13 196 7 1
東北 301 10 229 5 5 245 7 0
東京 319 12 194 0 1 295 55 9
中部 256 16 191 10 2 224 8 0
関西 327 31 215 3 6 268 6 0
北陸 250 25 163 8 7 197 6 1
中国 355 23 221 6 4 273 6 2
四国 278 26 180 6 11 233 4 0
九州 311 35 216 5 9 257 8 0
合計 2,641 205 1753 48 58 2188 107 13

③値上げや燃料費調整制度等により、電気料金価格が変化したことによる節電取組への影響（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ）

回答数 １　とても影響があった
２　やや影響
があった

３　あまり
影響がな
かった

４　全く影
響がな
かった

５　わから
ない

回答不明

北海道 244 41 82 63 13 43 2
東北 301 48 107 100 17 29 0
東京 319 130 75 60 20 22 12
中部 256 33 73 100 10 35 5
関西 327 82 110 88 7 40 0
北陸 250 26 75 99 14 34 2
中国 355 34 117 133 20 47 4
四国 278 33 99 90 10 46 0
九州 311 45 124 113 9 20 0
合計 2,641 472 862 846 120 316 25



④実施した節電の内容（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ）

回答数
１　節電目標や内容を

社内に啓発
２　照明間引

き
３　こまめ
な消灯

４　照明
をＬＥＤ等
へ切り替
え交換

５　空調
温度を高
め（28℃
等）に設
定

６　空調
をガス方
式等に変
更

７　不在
エリアの
空調停止

８　待機
電力を切
る

９　製造
機器稼働
の節電工
夫

１０　操業
日や操業
時間帯の
シフト

１１　生産
抑制

１２　夏季
休暇の拡
大

１３　自家
発電稼働

１４　生産
拠点の移
転・シフト
（国内の
他電力管
内へ）

１５　生産
拠点の移
転・シフト
（海外へ）

１６　電力
以外の燃
料による
製造機器
導入

１７　エレ
ベータ間
引き等の
動力の調
整

１８　その
他（　）

回答不明

北海道 244 66 115 214 81 63 1 62 5 20 4 0 4 1 0 0 0 5 8 1
東北 301 126 163 252 135 124 4 130 74 28 13 3 6 9 2 1 0 12 10 0
東京 319 210 136 238 216 193 0 89 60 14 4 0 4 25 0 0 0 10 40 9
中部 256 83 126 215 114 122 9 107 55 37 13 4 6 3 0 0 1 5 15 1
関西 327 142 168 256 170 156 2 162 51 30 9 5 4 6 3 0 4 4 28 0
北陸 250 86 102 197 110 102 4 104 37 25 11 3 5 4 0 3 1 4 13 3
中国 355 109 123 260 113 156 2 130 43 20 9 3 5 2 0 0 0 1 12 4
四国 278 107 124 228 96 149 2 114 31 20 8 4 8 2 0 0 0 7 13 0
九州 311 123 145 251 119 135 5 136 61 45 8 5 3 6 0 1 0 9 21 0
合計 2,641 1052 1202 2111 1154 1200 29 1034 417 239 79 27 45 58 5 5 6 57 160 18

⑤節電による企業活動への影響（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ）

回答数
１　自家発電の稼働に
よりコストが増加した

２　生産・販売
量等に影響が

生じた

３　顧客
サービス
が低下し
た

４　従業
員からク
レームが
多くあっ
た

５　特に
生産・販
売量等に
影響はな
くマイナス
の影響は
なかった

６　その
他（　）

回答不明

北海道 244 1 4 5 19 198 8 15
東北 301 2 2 7 24 251 15 5
東京 319 0 0 23 49 179 24 49
中部 256 1 4 9 22 207 12 12
関西 327 1 4 17 48 244 23 8
北陸 250 0 2 12 26 193 12 14
中国 355 0 2 18 25 295 12 13
四国 278 0 2 5 23 230 19 0
九州 311 4 6 12 39 242 24 0
合計 2,641 9 26 108 275 2039 149 116

⑥来夏（2017年度）の節電継続（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ）

回答数
１　来夏（2017年度）節

電を継続する

２　来夏（2017
年度）節電を
継続しない

３　分から
ない

回答不明

北海道 244 235 2 7 0
東北 301 284 0 17 0
東京 319 310 0 0 9
中部 256 246 0 8 2
関西 327 301 0 26 0
北陸 250 241 0 7 2
中国 355 345 0 8 2
四国 278 266 3 9 0
九州 311 306 0 5 0
合計 2,641 2534 5 87 15



⑦来夏（2017年度）も節電を行う場合における、今夏（2016年度）と同様の節電取組可能性（※⑥で「節電を継続する」と回答した企業のみ）

回答数

１　来夏（2017年度）も
今夏（2016年度）と同様
の節電取組を継続する

ことは可能

２　節電には
協力するが、
今夏（2016年
度）と同様の
節電取組は
困難

３　分から
ない

回答不明

北海道 235 211 6 17 1
東北 284 266 3 15 0
東京 310 305 0 5 0
中部 246 219 9 12 6
関西 301 278 7 15 1
北陸 241 221 4 15 1
中国 345 326 6 13 0
四国 266 241 7 18 0
九州 306 289 8 9 0
合計 2,534 2356 50 119 9

⑧無理がないと思われる節電目標（対2010年度（震災前）比）

回答数 １　０％ ２　５％未満
３　５％以
上７％未
満

４　７％以
上１０％
未満

５　１０％
以上１
５％未満

６　１５％
以上２
０％未満

７　２０％
以上

回答不明

北海道 336 136 103 42 25 18 5 3 4
東北 348 14 226 53 26 13 4 0 12
東京 323 5 85 34 23 43 55 5 73
中部 300 110 121 32 16 12 3 6 0
関西 389 16 215 66 48 24 4 5 11
北陸 300 5 190 46 25 10 3 5 16
中国 420 14 267 60 30 13 5 3 28
四国 320 130 114 29 26 13 3 5 0
九州 360 12 230 61 33 14 3 7 0
合計 3,096 442 1551 423 252 160 85 39 144

⑨節電を継続する理由（複数回答可）（※⑥で「節電を継続する」と回答した企業のみ）

回答数
１　電力不安があり協力
したいと考えたから

２　節電するこ
とが定着した

から

３　市況
悪化によ
り生産を
縮小して
いるから

４　停電
を避けた
いから

５　コスト
削減につ
ながるか
ら

６　その
他

回答不明

北海道 235 25 146 3 20 189 6 1
東北 284 16 217 5 5 229 4 0
東京 310 5 246 1 1 281 55 0
中部 246 15 185 10 6 221 7 1
関西 301 39 190 4 15 259 3 0
北陸 241 22 163 5 5 201 4 2
中国 345 30 217 4 5 289 1 1
四国 266 29 175 4 12 223 5 0
九州 306 42 206 4 13 263 9 0
合計 2,534 223 1745 40 82 2155 94 5



（２）冬の節電に係る質問
①昨冬（2015年度）の節電の実施の有無

回答数
１　昨冬（2015年度）節

電を実施した

２　昨冬（2015
年度）節電を
実施しなかっ

た

回答不明

北海道 226 110 0
東北 277 68 3
東京 301 7 15
中部 239 61 0
関西 278 111 0
北陸 212 82 6
中国 343 76 1
四国 247 73 0
九州 291 69 0
合計 2414 657 25

②今冬（2016年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ）

回答数
１　今冬（2016年度）節

電を継続する

２　今冬（2016
年度）節電を
継続しない

３　分から
ない

回答不明

北海道 226 215 1 9 1
東北 277 260 1 15 1
東京 301 300 0 1 0
中部 239 225 4 9 1
関西 278 262 2 14 0
北陸 212 207 0 5 0
中国 343 333 3 6 1
四国 247 242 1 4 0
九州 291 284 0 7 0
合計 2,414 2328 12 70 4

③今冬（2016年度）節電を継続する場合における昨冬（2015年度）と同様の節電取組可能性（※②で「節電を継続する」と回答した企業のみ）

回答数

１　今冬（2016年度）に
昨冬（2015年度）と同様
の節電取組を継続する

ことは可能

２　節電には
協力するが、
昨冬（2015年
度）と同様の
節電取組は
困難

３　分から
ない

回答不明

北海道 215 198 2 15 0
東北 260 242 3 15 0
東京 300 292 0 8 0
中部 225 204 5 14 2
関西 262 241 7 14 0
北陸 207 190 2 15 0
中国 333 312 7 13 1
四国 242 221 6 15 0
九州 284 268 10 6 0
合計 2,328 2168 42 115 3



（３）その他
①全国的な需給ひっ迫が将来的に継続した場合の影響（複数回答可）

回答数
１　生産・営業を抑制せ

ざるを得ない

２　生産拠点・
事業所の海
外移転

３　他企
業への生
産・販売
委託を増
やす

４　取引
先の生産
抑制によ
る受注の
減少

５　取引
先の海外
移転に伴
う受注・
販売の減
少

６　特に
影響はな
い見通し

７　その
他（　）

回答不明

北海道 336 98 1 4 24 1 168 28 26
東北 348 143 13 16 33 12 158 29 4
東京 323 64 2 0 9 5 178 51 35
中部 300 85 11 13 54 32 145 30 0
関西 389 123 12 19 33 16 176 55 9
北陸 300 79 5 10 33 11 148 36 23
中国 420 86 6 13 29 11 255 42 16
四国 320 82 5 8 35 5 158 46 0
九州 360 112 7 17 30 6 180 52 0
合計 3,096 872 62 100 280 99 1566 369 113



家庭
（１）夏の節電にかかる質問
①今夏（2016年度）の節電の実施の有無

回答数

１　今夏
（2016年
度）節電
を実施し
た

２　今夏
（2016年
度）節電
を実施し
なかった

回答不明

北海道 1,000 406 594 0
東北 1,400 636 764 0
東京 1,879 1228 651 0
中部 1,000 493 507 0
関西 1,071 532 539 0
北陸 1,000 458 542 0
中国 1,030 519 511 0
四国 1,041 520 521 0
九州 1,000 472 528 0
合計 10,421 5,264 5,157 0

②節電を実施した理由（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ）

回答数

１　政府・
電力会社
の広報や
新聞・
ニュース
を見て
「家庭の
協力が必
要」と思っ
たから

２　職場
や学校等
で「自宅
でも節電
を実施す
るように」
との呼び
かけが
あったか
ら

３　計画
停電にな
ると社会
的影響が
大きいか
ら

４　環境
意識が高
まったか
ら

５　節電
をすれば
電気代の
節約にな
ると思っ
たから

６　友人、
隣人など
まわりの
人が節電
をしてい
たから

７　節電
すること
が習慣化
したから

８　その
他

回答不明

北海道 406 83 30 27 86 263 9 195 5 0
東北 636 94 21 46 126 438 11 310 14 0
東京 1,228 223 63 153 311 971 32 441 21 0
中部 493 103 36 36 112 358 5 183 3 0
関西 532 105 17 47 102 368 11 233 10 0
北陸 458 57 26 15 82 345 5 181 3 0
中国 519 77 30 28 82 395 7 201 7 0
四国 520 72 42 23 83 380 9 175 5 0
九州 472 90 27 47 102 329 14 177 6 0
合計 5,264 904 292 422 1,086 3,847 103 2,096 74 0

③値上げや燃料費調整制度等により、電気料金価格が変化したことによる節電取組への影響（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ）

回答数
１　とても
影響が
あった

２　やや
影響が
あった

３　あまり
影響がな
かった

４　全く影
響がな
かった

５　わから
ない

回答不明

北海道 406 68 160 124 16 38 0
東北 636 74 210 242 37 73 0
東京 1,228 78 391 597 72 90 0
中部 493 41 166 172 35 79 0
関西 532 28 180 260 35 29 0
北陸 458 38 137 186 38 59 0
中国 519 22 153 269 35 40 0
四国 520 34 187 227 33 39 0
九州 472 53 173 182 27 37 0
合計 5,264 436 1,757 2,259 328 484 0



④実施した節電内容（複数回答可）

回答数

１　エアコ
ンは室温
２８℃を
心がける

２　「すだ
れ」や「よ
しず」など
窓からの
日差しを
和らげる

３　無理
のない範
囲でエア
コンを消
して、扇
風機を使

う

４　エアコ
ンのフィ
ルターを
定期的に
掃除する

５　照明
をできる
だけ減ら
す

６　照明
をＬＥＤ等
へ切り替
え交換

７　テレビ
画面の輝
度を下げ
る

８　テレビ
を必要な
とき以外
は消す

９　便座
保温・温
水のオフ
機能、タ
イマー節
電機能が
あれば、
これらを
利用する

１０　炊飯
器は早朝
にタイ
マー機能
で１日分
をまとめ
炊き

１１　炊飯
器の保温
機能は使
わず、さ
ましてか
ら冷蔵庫
に保存

１２　家電
製品全般
について
リモコン
の電源で
はなく、本
体の主電
源を切る

１３　長時
間使わな
い機器は
プラグを
抜く

１４　冷蔵
庫の設定
を強から
中に変え
る

１５　冷蔵
庫の扉を
開ける時
間を減ら
す

１６　冷蔵
庫に食品
をつめこ
まない

１７　お湯
はコンロ
で沸か
し、電気
ポットの
電源は切

る

１８　洗濯
機は容量
の８０％
程度を目
安にまと
め洗い

１９　旅行
や外出を
すること
で、家庭
内の消費
電力を下
げる

２０　その
他（　）

２１特に
ない

回答不明

北海道 406 50 50 82 27 239 176 90 257 146 90 147 91 201 110 141 127 76 92 32 9 17 0
東北 636 257 221 344 128 320 280 72 378 213 192 193 132 252 133 182 162 139 131 46 16 13 0
東京 1,228 741 339 762 449 636 391 131 713 399 199 400 239 548 297 370 343 268 247 151 29 15 0
中部 493 292 174 280 131 227 133 50 261 147 88 155 86 204 88 133 115 84 86 56 7 7 0
関西 532 332 205 318 172 240 191 53 294 159 67 153 83 205 129 140 153 118 94 49 12 9 0
北陸 458 245 121 253 121 221 117 45 264 133 94 122 96 168 80 115 104 82 91 61 15 2 0
中国 519 319 148 305 146 246 133 65 290 124 79 140 75 190 93 135 134 83 88 55 7 5 0
四国 520 296 186 304 164 245 139 49 253 129 96 116 73 218 76 136 92 80 87 41 10 7 0
九州 472 271 169 265 150 233 153 51 243 127 83 143 89 182 100 140 128 97 102 53 10 9 0
合計 5,264 2,803 1,613 2,913 1,488 2,607 1,713 606 2,953 1,577 988 1,569 964 2,168 1,106 1,492 1,358 1,027 1,018 544 115 84 0

⑤特に家庭の節電が必要と思う時間帯（複数回答可）

回答数

１　平日
の早朝
（出勤や
登校前の
7時頃）

２　平日
の午前（9
時～12
時）

３　平日
の午後
（13時～
16時）

４　平日
の夕方～
夜（17時
～20時）

５　平日
の夜中
（21時以
降）

６　あて
はまるも
のはない

回答不明

北海道 1,000 61 130 267 420 237 249 0
東北 1,400 97 288 465 518 365 329 0
東京 1,879 319 411 676 610 558 434 0
中部 1,000 75 201 410 303 218 210 0
関西 1,071 126 211 410 389 233 238 0
北陸 1,000 93 174 341 367 220 195 0
中国 1,030 109 237 406 337 292 214 0
四国 1,041 102 181 338 412 287 181 0
九州 1,000 86 195 356 378 239 222 0
合計 10,421 1,068 2,028 3,669 3,734 2,649 2,272 0

⑥特に暑さが厳しい日の日中におけるエアコン等の節電（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ）

回答数

１　通常
実施して
いる節電
より踏み
込んで
行った

２　通常
実施して
いる節電
と同程度
で行った

３　通常と
同程度の
節電はし
ていない

４　分から
ない

５　冷房
機器を
持ってい
ない

回答不明

北海道 406 35 128 21 11 211 0
東北 636 88 367 60 37 84 0
東京 1,228 144 888 117 53 26 0
中部 493 82 308 46 27 30 0
関西 532 87 354 41 28 22 0
北陸 458 62 303 71 14 8 0
中国 519 76 366 43 21 13 0
四国 520 92 339 63 10 16 0
九州 472 85 296 47 23 21 0
合計 5,264 751 3,349 509 224 431 0



⑦来夏（2017年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ）

回答数

１　来夏
（2017年
度）節電
を継続す
る

２　来夏
（2017年
度）節電
は継続し
ない

３　分から
ない

回答不明

北海道 406 363 7 36 0
東北 636 570 13 53 0
東京 1,228 1170 5 53 0
中部 493 441 10 42 0
関西 532 483 9 40 0
北陸 458 415 7 36 0
中国 519 488 3 28 0
四国 520 484 3 33 0
九州 472 431 11 30 0
合計 5,264 4,845 68 351 0

⑧来夏（2017年度）も節電を行う場合における、今夏（2016年度）と同様の節電取組可能性（※⑦で「節電を継続する」と回答した者のみ）

回答数

１　来夏
（2017年
度）も今
夏（2016
年度）と
同様の節
電取組を
継続する
ことは可
能

２　節電
には協力
するが、
今夏
（2016年
度）と同
様の節電
取組は困
難

３　分から
ない

回答不明

北海道 363 344 2 17 0
東北 570 509 23 38 0
東京 1,170 1102 16 52 0
中部 441 404 10 27 0
関西 483 448 8 27 0
北陸 415 387 10 18 0
中国 488 456 10 22 0
四国 484 445 7 32 0
九州 431 395 15 21 0
合計 4,845 4,490 101 254 0

⑨無理がないと思われる節電幅（対2010年度（震災前）比）

回答数 １　0%
２　5％未
満

３　５％以
上７％未
満

４　７％以
上１０％
未満

５　１０％
以上１
５％未満

６　１５％
以上２
０％未満

７　２０％
以上

回答不明

北海道 1,000 57 359 270 193 81 13 27 0
東北 1,400 78 482 357 283 113 37 50 0
東京 1,879 79 502 530 461 211 49 47 0
中部 1,000 34 315 287 212 95 25 32 0
関西 1,071 45 346 328 219 87 15 31 0
北陸 1,000 64 394 271 168 66 14 23 0
中国 1,030 49 351 292 216 70 22 30 0
四国 1,041 89 323 301 187 93 19 29 0
九州 1,000 59 350 260 200 86 25 20 0
合計 10,421 554 3,422 2,896 2,139 902 219 289 0



⑩節電を継続する理由（複数回答可）（※⑦で「節電を継続する」と回答した者のみ）

回答数

１　政府・
電力会社
の広報や
新聞・
ニュース
を見て
「家庭の
協力が必
要」と思っ
たから

２　職場
や学校等
で「自宅
でも節電
を実施す
るように」
との呼び
かけが
あったか
ら

３　計画
停電にな
ると社会
的影響が
大きいか
ら

４　環境
意識が高
まったか
ら

５　節電
をすれば
電気代の
節約にな
ると思っ
たから

６　友人、
隣人など
まわりの
人が節電
をしてい
たから

７　節電
すること
が習慣化
したから

８　その
他

回答不明

北海道 363 58 21 39 108 239 8 181 7 0
東北 570 95 31 61 177 420 10 285 7 0
東京 1,170 163 58 136 312 914 29 435 18 0
中部 441 83 27 49 129 344 7 168 3 0
関西 483 101 16 62 129 355 12 214 6 0
北陸 415 51 27 29 101 313 3 168 3 0
中国 488 75 28 36 108 370 12 191 4 0
四国 484 79 46 36 103 361 15 163 8 0
九州 431 78 20 68 129 324 10 158 5 0
合計 4,845 783 274 516 1,296 3,640 106 1,963 61 0

⑪でんき予報の活用

回答数
１　非常
に参考に
している

２　まあ参
考にして
いる

３　どちら
ともいえ
ない

４　あまり
参考にし
ていない

５　全く参
考にして
いない

回答不明

北海道 1,000 32 100 144 202 522 0
東北 1,400 61 163 271 269 636 0
東京 1,879 22 154 309 491 903 0
中部 1,000 35 87 144 185 549 0
関西 1,071 31 176 228 238 398 0
北陸 1,000 34 82 144 176 564 0
中国 1,030 24 95 197 265 449 0
四国 1,041 15 80 191 220 535 0
九州 1,000 26 102 156 175 541 0
合計 10,421 280 1,039 1,784 2,221 5,097 0

（２）冬の節電に係る質問
①昨冬（2015年度）の節電の実施の有無

回答数

１　昨冬
（2015年
度）節電
を実施し
た

２　昨冬
（2015年
度）節電
を実施し
なかった

回答不明

北海道 1,000 451 549 0
東北 1,400 652 748 0
東京 1,879 1045 834 0
中部 1,000 447 553 0
関西 1,071 555 516 0
北陸 1,000 407 593 0
中国 1,030 490 540 0
四国 1,041 495 546 0
九州 1,000 497 503 0
合計 10,421 5,039 5,382 0



②今冬（2016年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ）

回答数

１　今冬
（2016年
度）節電
を継続す
る

２　今冬
（2016年
度）節電
を継続し
ない

３　分から
ない

回答不明

北海道 451 403 10 38 0
東北 652 568 13 71 0
東京 1,045 981 13 51 0
中部 447 404 5 38 0
関西 555 502 12 41 0
北陸 407 367 5 35 0
中国 490 461 7 22 0
四国 495 458 7 30 0
九州 497 448 7 42 0
合計 5,039 4,592 79 368 0

③今冬（2016年度）節電を継続する場合における昨冬（2015年度）と同様の節電取組可能性（※②で「節電を継続する」と回答した者のみ）

回答数

１　今冬
（2016年
度）に昨
冬（2015

２　節電
には協力
するが、
昨冬

３　分から
ない

回答不明

北海道 403 375 9 19 0
東北 568 492 28 48 0
東京 981 919 23 39 0
中部 404 374 7 23 0
関西 502 441 16 45 0
北陸 367 335 8 24 0
中国 461 432 4 25 0
四国 458 425 12 21 0
九州 448 409 9 30 0
合計 4,592 4,202 116 274 0



 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート質問項目

horikawa-t
テキストボックス
第８回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会資料２－１参考資料７別添２



 

（別紙）アンケート項目案 

《大口・小口》 

（１）夏の節電に係る質問 

①今夏（2016年度）の節電の実施の有無 

１ 今夏（2016年度）節電を実施した 

２ 今夏（2016年度）節電を実施しなかった 

 

②節電を実施した理由（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 

１ 電力不安があり協力したいと考えたから 

２ 節電することが定着したから 

３ 市況悪化により生産を縮小しているから 

４ 停電を避けたいから 

５ 電気料金にかかるコストの削減につながるから 

６ その他（ ） 

 

③値上げや燃料費調整制度等により、電気料金価格が変化したことによる節電取組への影

響（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 

１ とても影響があった 

２ やや影響があった 

３ あまり影響がなかった 

４ 全く影響がなかった 

５ わからない 

 

④実施した節電の内容（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 

１ 節電目標や内容を社内に啓発 

２ 照明間引き 

３ こまめな消灯 

４ 照明をＬＥＤ等へ切り替え交換 

５ 空調温度を高め（28℃等）に設定 

６ 空調をガス方式等に変更 

７ 不在エリアの空調停止 

８ 待機電力を切る 

９ 製造機器稼働の節電工夫 

１０ 操業日や操業時間帯のシフト 

１１ 生産抑制 

１２ 夏季休暇の拡大 



 

１３ 自家発電稼働 

１４ 生産拠点の移転・シフト（国内の他電力管内へ） 

１５ 生産拠点の移転・シフト（海外へ） 

１６ 電力以外の燃料による製造機器導入 

１７ エレベータ間引き等の動力の調整 

１８ その他（ ） 

 

⑤節電による企業活動への影響（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した企業

のみ） 

１ 自家発電の稼働によりコストが増加した 

２ 生産・販売量等に影響が生じた 

３ 顧客サービスが低下した 

４ 従業員からクレームが多くあった 

５ 特に生産・販売量等に影響はなくマイナスの影響はなかった 

６ その他（ ） 

 

⑥来夏（2017年度）の節電継続（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 

１ 来夏（2017年度）節電を継続する 

２ 来夏（2017年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 

⑦来夏（2017年度）も節電を行う場合における、今夏（2016年度）と同様の節電取組可能

性（※⑥で「節電を継続する」と回答した企業のみ） 

１ 来夏（2017年度）も今夏（2016年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、今夏（2016年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 

⑧無理がないと思われる節電目標（対 2010年度（震災前）比） 

１ ０％ 

２ ５％未満 

３ ５％以上７％未満 

４ ７％以上１０％未満 

５ １０％以上１５％未満 

６ １５％以上２０％未満 

７ ２０％以上 

 

 



 

⑨節電を継続する理由（複数回答可）（※⑥で「節電を継続する」と回答した企業のみ） 

１ 電力不安があり協力したいと考えたから 

２ 節電することが定着したから 

３ 市況悪化により生産を縮小しているから 

４ 停電を避けたいから 

５ 電気料金にかかるコストの削減につながるから 

６ その他（ ） 

 

（２）冬の節電に係る質問 

①昨冬（2015年度）の節電の実施の有無 

１ 昨冬（2015年度）節電を実施した 

２ 昨冬（2015年度）節電を実施しなかった 

 

②今冬（2016年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 

１ 今冬（2016年度）節電を継続する 

２ 今冬（2016年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 

③今冬（2016年度）節電を継続する場合における昨冬（2015年度）と同様の節電取組可能

性（※②で「節電を継続する」と回答した企業のみ） 

１ 今冬（2016年度）に昨冬（2015年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、昨冬（2015年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 

（３）その他 

①全国的な需給ひっ迫が将来的に継続した場合の影響（複数回答可） 

１ 生産・営業を抑制せざるを得ない 

２ 生産拠点・事業所の海外移転 

３ 他企業への生産・販売委託を増やす 

４ 取引先の生産抑制による受注の減少 

５ 取引先の海外移転に伴う受注・販売の減少 

６ 特に影響はない見通し 

７ その他（ ） 



 

《家庭》 

（１）夏の節電に係る質問 

①今夏（2016年度）の節電の実施の有無 

１ 今夏（2016年度）節電を実施した 

２ 今夏（2016年度）節電を実施しなかった 

 

②節電を実施した理由（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ 新聞・ニュースを見て「家庭の協力が必要」と思ったから 

２ 職場や学校等で「自宅でも節電を実施するように」との呼びかけがあったから 

３ 計画停電になると社会的影響が大きいから 

４ 環境意識が高まったから 

５ 節電をすれば電気代の節約になると思ったから 

６ 友人、隣人などまわりの人が節電をしていたから 

７ 節電することが習慣化したから 

８ その他（ ） 

 

③値上げや燃料費調整制度等により、電気料金価格が変化したことによる節電取組への影

響（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ とても影響があった 

２ やや影響があった 

３ あまり影響がなかった 

４ 全く影響がなかった 

５ わからない 

 

④実施した節電内容（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ エアコンは室温 28℃を心がける 

２ 「すだれ」や「よしず」などで窓からの日差しを和らげる 

３ 無理のない範囲でエアコンを消して、扇風機を使う 

４ エアコンのフィルターを定期的に掃除する 

５ 照明をできるだけ減らす 

６ 照明をＬＥＤ等へ切り替え交換 

７ テレビ画面の輝度を下げる 

８ テレビを必要なとき以外は消す 

９ 便座保温・温水のオフ機能、タイマー節電機能があれば、これらを利用する 

１０ 炊飯器は早朝にタイマー機能で１日分をまとめ炊き 

１１ 炊飯器の保温機能は使わず、さましてから冷蔵庫に保存 

 １２ 家電製品全般についてリモコンの電源ではなく、本体の主電源を切る 



 

 １３ 長時間使わない機器はプラグを抜く 

１４ 冷蔵庫の設定を強から中に変える 

１５ 冷蔵庫の扉を開ける時間を減らす 

１６ 冷蔵庫に食品をつめこまない 

 １７ お湯はコンロで沸かし、電気ポットの電源は切る 

１８ 洗濯機は容量の８０％程度を目安にまとめ洗い 

１９ 旅行や外出をすることで、家庭内の消費電力を下げる 

２０ その他（ ） 

２１ 特にない 

 

⑤特に家庭の節電が必要と思う時間帯（複数回答可） 

１ 平日の早朝（出勤や登校前の 7時頃） 

２ 平日の午前（9時～12時） 

３ 平日の午後（13時～16時） 

４ 平日の夕方～夜（17時～20時） 

５ 平日の夜中（21時以降） 

６ あてはまるものはない 

 

⑥特に暑さが厳しい日の日中におけるエアコン等の節電（※①で「節電を実施した」と回

答した者のみ） 

１ 通常実施している節電より踏み込んで行った 

２ 通常実施している節電と同程度で行った 

３ 通常と同程度の節電はしていない 

４ 分からない 

５ 冷房機器を持っていない 

 

⑦来夏（2017年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ 来夏（2017年度）節電を継続する 

２ 来夏（2017年度）節電は継続しない 

３ 分からない 

 

⑧来夏（2017年度）も節電を行う場合における、今夏（2016年度）と同様の節電取組可能

性（※⑦で「節電を継続する」と回答した者のみ） 

１ 来夏（2017年度）も今夏（2016年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、今夏（2016年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 



 

⑨無理がないと思われる節電幅（対 2010年度（震災前）比） 

１ ０％ 

２ ５％未満 

３ ５％以上７％未満 

４ ７％以上１０％未満 

５ １０％以上１５％未満 

６ １５％以上２０％未満 

７ ２０％以上 

 

⑩節電を実施する理由（複数回答可）（※⑦で「節電を継続する」と回答した者のみ） 

１ 新聞・ニュースを見て「家庭の協力が必要」と思ったから 

２ 職場や学校等で「自宅でも節電を実施するように」との呼びかけがあったから 

３ 計画停電になると社会的影響が大きいから 

４ 環境意識が高まったから 

５ 節電をすれば電気代の節約になると思ったから 

６ 友人、隣人などまわりの人が節電をしていたから 

７ 節電することが習慣化したから 

８ その他（ ） 

 

⑪でんき予報の活用 

１ 非常に参考にしている 

２ まあ参考にしている 

３ どちらともいえない 

４ あまり参考にしていない 

５ 全く参考にしていない 

 

（２）冬の節電に係る質問 

①昨冬（2015年度）の節電の実施の有無 

１ 昨冬（2015年度）節電を実施した 

２ 昨冬（2015年度）節電を実施しなかった 

 

②今冬（2016年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ 今冬（2016年度）節電を継続する 

２ 今冬（2016年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 



 

③今冬（2016年度）節電を継続する場合における昨冬（2015年度）と同様の節電取組可能

性（※②で「節電を継続する」と回答した者のみ） 

１ 今冬（2016年度）に昨冬（2015年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、昨冬（2015年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 



２０１６年度夏季の節電に関するアンケートのお願い 

 東日本大震災以降、全国的な電力不足のため、大変なご迷惑とご負担をお掛けしているこ

とにつきまして、深くお詫び申し上げます。 

 この度、２０１６年度夏季の需給対策に関する評価や今後の需給対策の検討にあたっての

基礎資料とするため、２０１６年度夏季に企業の皆さまが取り組まれた節電の内容を調査さ

せていただきたいと考えております。 

内容につきましては、設問Ｑ１～１３については、資源エネルギー庁の要請に基づき全国

的に実施するもので、設問Ｑ１４～１６については弊社において実施するものになります。 

引き続き、節電のお願いをさせて頂いている中であり、また、ご多忙のところ大変恐縮で

ございますが、２０１６年度夏季の検証をより充実したものとするため、なにとぞご協力賜

わりますようお願い申し上げます。（ご回答内容は秘密を厳守し、公表する場合は、結果のみ

といたします。） 

恐れ入りますが、同封の返信用封筒をご使用のうえ、９月７日（水）までに、お近くの郵

便ポストへ投函願います。 

北海道電力株式会社 

１．設問は主に選択式となっております。あてはまる番号に○印をつけてください。 

２．お客さまのご契約場所の節電についてご回答をお願いいたします。 

３．ご回答いただいたアンケート用紙は、同封の返信用封筒（切手不要）をご使用のうえ、 

平成２８年９月７日（水）までにポストへ投函願います。 

４．このアンケート調査に関するご不明点等については、下記担当までお問合せください。 

■当アンケート調査に関する問合せ先

  北海道電力株式会社 お客さま本部 営業部 料金企画グループ 担当：三谷（ミタニ） 

   電話問合せ先：０１１－２５１－１１１１（代表） ※平日９時から１７時までとなります。 

～ご回答にあたって～ 



 

 

 

 

 

Ｑ１～９は夏の節電についてお聞きします。 

Ｑ１：今夏（2016 年度）において、節電を実施されましたか。 

   あてはまる番号に○印を付けてください。（○は１つのみ） 

１．今夏（2016 年度）節電を実施した 

２．今夏（2016 年度）節電を実施しなかった  ⇒Ｑ８へお進み下さい 

Ｑ２：（Ｑ１［今夏の節電］で１．「実施した」とご回答の方のみご回答下さい） 

節電の実施はどのような理由からですか。あてはまる番号全てに○印を付けてください。 

１．電力不安があり協力したいと考えたから 

２．節電することが定着したから 

３．市況悪化により生産を縮小しているから 

４．停電を避けたいから 

５．電気料金にかかるコストの削減につながるから 

６．その他 

（               ） 

Ｑ３：（Ｑ１［今夏の節電］で１．「実施した」とご回答の方のみご回答下さい） 

値上げや燃料費調整制度等により、電気料金価格が変化したことによる節電取り組 

みへの影響はありましたか。あてはまる番号に○印を付けてください。（○は１つのみ） 

１．とても影響があった 

２．やや影響があった 

３．あまり影響がなかった 

４．全く影響がなかった 

５．わからない 

 

Ｑ４：（Ｑ１［今夏の節電］で１．「実施した」とご回答の方のみご回答下さい） 

実施した節電の内容について、あてはまる番号全てに○印を付けてください。 

１．節電目標や内容を社内に啓発 

２．照明間引き 

３．こまめな消灯 

４．照明をＬＥＤ等へ切り替え交換 

５．空調温度を高め（28℃等）に設定 

６．空調をガス方式等に変更 

７．不在エリアの空調停止 

８．待機電力を切る 

９．製造機器稼働の節電工夫 

１０．操業日や操業時間帯のシフト 

１１．生産抑制 

１２．夏季休暇の拡大 

１３．自家発電稼働 

１４．生産拠点の移転・シフト（国内の他電力管内へ） 

１５．生産拠点の移転・シフト（海外へ） 

１６．電力以外の燃料による製造機器導入 

１７．エレベータ間引き等の動力の調整 

１８．その他 

（                 ） 

Ｑ５：（Ｑ１［今夏の節電］で１．「実施した」とご回答の方のみご回答下さい） 

節電による企業活動への影響についてお伺いします。 

   あてはまる番号全てに○印を付けてください。                   

１．自家発電の稼働によりコストが増加した 

２．生産・販売量等に影響が生じた 

３．顧客サービスが低下した 

４．従業員からクレームが多くあった 

５．特に生産・販売量等に影響はなくマイナスの影響はなかった 

６．その他（                                   ） 

○裏面へ続きます→ 



 

 

 

 

 

 

 

Ｑ６：（Ｑ１［今夏の節電］で１．「実施した」とご回答の方のみご回答下さい） 

来夏（2017 年度）において、節電を継続されますか。 

   あてはまる番号に○印を付けてください。（○は１つのみ） 

１．来夏（2017 年度）節電を継続する 

２．来夏（2017 年度）節電を継続しない ⇒Ｑ８へお進み下さい 

３．分からない    ⇒Ｑ８へお進み下さい 

Ｑ７：（Ｑ６［来夏の節電継続］で１．「継続する」とご回答の方のみご回答下さい） 

来夏（2017 年度）も節電を行う場合に、今夏（2016 年度）と同様に節電に 

取り組むことは可能ですか。あてはまる番号に○印を付けてください。（○は１つのみ） 

１．来夏（2017 年度）も今夏（2016 年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２．節電には協力するが、今夏（2016 年度）と同様の節電取組は困難 

３．分からない 

Ｑ８：（全員ご回答下さい） 

無理がないと思われる節電目標（対 2010 年度（震災前）比）はどの程度と考えますか。 

   あてはまる番号に○印を付けてください。（○は１つのみ） 

１．０％（数値目標を伴わない節電）      

２．５％未満                 

３．５％以上７％未満             

４．７％以上１０％未満 

５．１０％以上１５％未満 

６．１５％以上２０％未満 

７．２０％以上 

 

Ｑ９：（Ｑ６［来夏の節電継続］で１．「継続する」とご回答の方のみご回答下さい） 

節電の継続はどのような理由からですか。あてはまる番号全てに○印を付けてください。 

１．電力不安があり協力したいと考えたから 

２．節電することが定着したから 

３．市況悪化により生産を縮小しているから 

４．停電を避けたいから 

５．電気料金にかかるコストの削減につながるから 

６．その他 

（              ） 

 

 

Ｑ１０～１３は冬の節電についてお聞きします。 

Ｑ１０：昨冬（2015 年度）において、節電を実施されましたか。 

   あてはまる番号に○印を付けてください。（○は１つのみ） 

１．昨冬（2015 年度）節電を実施した 

２．昨冬（2015 年度）節電を実施しなかった ⇒Ｑ１３へお進みください 

Ｑ１１：（Ｑ１０［昨冬の節電］で１．「実施した」とご回答の方のみご回答下さい） 

今冬（2016 年度）において、節電を継続されますか。 

   あてはまる番号に○印を付けてください。（○は１つのみ） 

１．今冬（2016 年度）節電を継続する 

２．今冬（2016 年度）節電を継続しない ⇒Ｑ１３へお進みください 

３．分からない    ⇒Ｑ１３へお進みください 



 

 

 

 

 

 

Ｑ１２：（Ｑ１１［今冬の節電継続］で１．「継続する」とご回答の方のみご回答下さい） 

今冬（2016 年度）も節電を行う場合に、昨冬（2015 年度）と同様の節電取組は可能ですか。 

   あてはまる番号に○印を付けてください。（○は１つのみ） 

１．今冬（2016 年度）に昨冬（2015 年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２．節電には協力するが、昨冬（2015 年度）と同様の節電取組は困難 

３．分からない 

Ｑ１３：全国的な需給ひっ迫が将来的に継続した場合の影響についてお伺いします。 

   あてはまる番号全てに○印を付けてください。 

１．生産・営業を抑制せざるを得ない 

２．生産拠点・事業所の海外移転 

３．他企業への生産・販売委託を増やす 

４．取引先の生産抑制による受注の減尐 

５．取引先の海外移転に伴う受注・販売の減尐 

６．特に影響はない見通し 

７．その他 

  （                  ） 

 

最後にお客さまの電気需給契約のご契約内容についてお聞きします。 

Ｑ１４：現在の契約電力は、次のどれにあてはまりますか。（○は１つのみ） 

   （契約電力は「電気ご使用量のお知らせ」などに記載されております） 

１．１００ｋＷ未満          

２．１００～２５０ｋＷ未満 

３．２５０～５００ｋＷ未満 

４．５００～１０００ｋＷ未満 

５．１０００ｋＷ以上 

Ｑ１５：お客さまの業種・業態は、次のどれにあてはまりますか。 

    一番近いものに○印を付けてください。（○は１つのみ） 

１．産業用の製造業 （食料品・化学・機械などの工場など） 

２．産業用の非製造業（運輸通信・水道・廃棄物処理など） 

３．オフィスビル（事務所棟 など） 

４．飲食・宿泊・遊技場（レストラン・居酒屋・旅館・パチンコ など） 

５．商業施設（百貨店・スーパー・量販店・衣料店・物産館 など） 

６．上記以外の業務用施設（医療・福祉施設・学校・公共空間・マンションの共用部分 など） 

Ｑ１６：差し支えなければ、お客さまのお名前（社名・施設名等）をお知らせください。 

        

 

 

 

 お忙しいところ長時間のアンケートにご協力いただき、誠にありがとうございました。 

 

 



 

（家庭用）アンケート項目 

（１）夏の節電にかかる質問 

①今夏（2016年度）、節電を実施しましたか。 

１ 今夏（2016年度）節電を実施した 

２ 今夏（2016年度）節電を実施しなかった 

 

②今夏、節電を実施した理由（複数回答可）（※（１）①で「節電を実施した」と回答した

方のみ） 

１ 電力会社の広報や新聞・ニュースを見て「家庭の協力が必要」と思ったから 

２ 職場や学校等で「自宅でも節電を実施するように」との呼びかけがあったから 

３ 計画停電になると社会的影響が大きいから 

４ 環境意識が高まったから 

５ 節電をすれば電気代の節約になると思ったから 

６ 友人、隣人などまわりの人が節電をしていたから 

７ 節電することが習慣化したから 

 ８ その他（ ） 

 

③値上げや燃料費調整制度等にともなう電気料金価格の変化により、節電取り組みに影響 

 がありましたか。（※（１）①で「節電を実施した」と回答した方のみ） 

 １ とても影響があった 

 ２ やや影響があった 

 ３ あまり影響がなかった 

 ４ 全く影響がなかった 

 ５ わからない 

 

④実施した節電内容（複数回答可）（※（１）①で「節電を実施した」と回答した方のみ） 

１ エアコンは室温 28℃を心がける 

２ 「すだれ」や「よしず」などで窓からの日差しを和らげる 

３ 無理のない範囲でエアコンを消して、扇風機を使う 

４ エアコンのフィルターを定期的に掃除する 

５ 照明をできるだけ減らす 

６ 照明をＬＥＤ等へ切り替え交換 

７ テレビ画面の輝度を下げる 

８ テレビを必要なとき以外は消す 

９ 便座保温・温水のオフ機能、タイマー節電機能があれば、これらを利用する 

１０ 炊飯器は早朝にタイマー機能で１日分をまとめ炊き 
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１１ 炊飯器の保温機能は使わず、さましてから冷蔵庫に保存 

１２ 家電製品全般についてリモコンの電源ではなく、本体の主電源を切る 

１３ 長時間使わない機器はプラグを抜く 

１４ 冷蔵庫の設定を強から中に変える 

１５ 冷蔵庫の扉を開ける時間を減らす 

１６ 冷蔵庫に食品をつめこまない 

１７ お湯はコンロで沸かし、電気ポットの電源は切る 

１８ 洗濯機は容量の８０％程度を目安にまとめ洗い 

１９ 旅行や外出をすることで、家庭内の消費電力を下げる 

２０ その他（ ） 

２１ 特にない 

 

⑤夏季において、特に家庭の節電が必要と思う時間帯（複数回答可） 

１ 平日の早朝（出勤や登校前の 7時頃） 

２ 平日の午前（9時～12時） 

３ 平日の午後（13 時～16時） 

４ 平日の夕方～夜（17時～20時） 

５ 平日の夜中（21 時以降） 

 ６ あてはまるものはない 

 

⑥特に暑さが厳しい日の日中において、エアコン等で節電を実施しましたか。（※（１）① 

 で「節電を実施した」と回答した方のみ） 

１ 通常実施している節電より踏み込んで行った 

２ 通常実施している節電と同程度で行った 

３ 通常と同程度の節電はしていない 

４ 分からない 

５ 冷房機器を持っていない 

 

⑦来夏（2017年度）、節電を継続しますか。（※（１）①で「節電を実施した」と回答した 

 方のみ） 

１ 来夏（2017年度）節電を継続する 

２ 来夏（2017年度）節電は継続しない 

 ３ 分からない 

 

⑧来夏（2017年度）も節電を行う場合における、今夏（2016年度）と同様の節電取組可能

性はどうですか。（※（１）⑦で「節電を継続する」と回答した方のみ） 

１ 来夏（2017年度）も今夏（2016年度）と同様の節電取組を継続することは可能 



 

２ 節電には協力するが、今夏（2016年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 

⑨無理がないと思われる節電幅（対 2010年度〔震災前〕比） 

１ ０％ 

２ ５％未満 

３ ５％以上７％未満 

４ ７％以上１０％未満 

５ １０％以上１５％未満 

６ １５％以上２０％未満 

 ７ ２０％以上 

 

⑩来夏、節電を実施する理由（複数回答可）（※（１）⑦で「節電を実施する」と回答した 

 方のみ） 

 １ 電力会社の広報や新聞・ニュースを見て「家庭の協力が必要」と思ったから 

 ２ 職場や学校等で「自宅でも節電を実施するように」との呼びかけがあったから 

 ３ 計画停電になると社会的影響が大きいから 

 ４ 環境意識が高まったから 

 ５ 節電をすれば電気代の節約になると思ったから 

 ６ 友人、隣人などまわりの人が節電をしていたから 

 ７ 節電することが習慣化したから 

 ８ その他（ ） 

 

⑪でんき予報の活用 

１ 非常に参考にしている 

２ まあ参考にしている 

３ どちらともいえない 

４ あまり参考にしていない 

５ 全く参考にしていない 

 

 

 

（２）冬の節電に係る質問 

①昨冬（2015年度）、節電を実施しましたか。 

１ 昨冬（2015年度）節電を実施した 

２ 昨冬（2015年度）節電を実施しなかった 

 



 

②今冬（2016年度）、節電を継続しますか。（※（２）①で「節電を実施した」と回答した 

 方のみ） 

１ 今冬（2016年度）節電を継続する 

２ 今冬（2016年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 

③今冬（2016年度）節電を継続する場合における、昨冬（2015年度）と同様の節電取組の

可能性はどうですか。（※（２）②で「節電を継続する」と回答した方のみ） 

１ 今冬（2016年度）に昨冬（2015年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、昨冬（2015年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 

以上 



 

節電アンケート 

 

 

日頃よりお引き立て賜りまことにありがとうございます。 

お客さまにおかれまして，節電のご実施状況や今後の取組ご意向等について，以下

の質問にご回答賜りますようお願い申しあげます。 

 

 

（１）夏の節電に係る質問 

①今夏（2016 年度）の節電の実施の有無 

１ 今夏（2016 年度）節電を実施した 

２ 今夏（2016 年度）節電を実施しなかった 

 

②節電を実施した理由（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 

１ 電力不安があり協力したいと考えたから 

２ 節電することが定着したから 

３ 市況悪化により生産を縮小しているから 

４ 停電を避けたいから 

５ 電気料金にかかるコストの削減につながるから 

６ その他（ ） 

 

③値上げや燃料費調整制度等により、電気料金価格が変化したことによる節電取組への影

響（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 

１ とても影響があった 

２ やや影響があった 

３ あまり影響がなかった 

４ 全く影響がなかった 

５ わからない 

 

④実施した節電の内容（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 

１ 節電目標や内容を社内に啓発 

２ 照明間引き 

３ こまめな消灯 

４ 照明をＬＥＤ等へ切り替え交換 

５ 空調温度を高め（28℃等）に設定 

６ 空調をガス方式等に変更 

７ 不在エリアの空調停止 

８ 待機電力を切る 

東北電力 大口・小口 



 

９ 製造機器稼働の節電工夫 

１０ 操業日や操業時間帯のシフト 

１１ 生産抑制 

１２ 夏季休暇の拡大 

１３ 自家発電稼働 

１４ 生産拠点の移転・シフト（国内の他電力管内へ） 

１５ 生産拠点の移転・シフト（海外へ） 

１６ 電力以外の燃料による製造機器導入 

１７ エレベータ間引き等の動力の調整 

１８ その他（ ） 

 

⑤節電による企業活動への影響（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した企業

のみ） 

１ 自家発電の稼働によりコストが増加した 

２ 生産・販売量等に影響が生じた 

３ 顧客サービスが低下した 

４ 従業員からクレームが多くあった 

５ 特に生産・販売量等に影響はなくマイナスの影響はなかった 

６ その他（ ） 

 

⑥来夏（2017 年度）の節電継続（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 

１ 来夏（2017 年度）節電を継続する 

２ 来夏（2017 年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 

⑦来夏（2017 年度）も節電を行う場合における、今夏（2016 年度）と同様の節電取組可能

性（※⑥で「節電を継続する」と回答した企業のみ） 

１ 来夏（2017 年度）も今夏（2016 年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、今夏（2016 年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 

⑧無理がないと思われる節電目標（対 2010 年度（震災前）比） 

１ ０％ 

２ ５％未満 

３ ５％以上７％未満 

４ ７％以上１０％未満 

５ １０％以上１５％未満 

６ １５％以上２０％未満 

７ ２０％以上 



 

 

⑨節電を継続する理由（複数回答可）（※⑥で「節電を継続する」と回答した企業のみ） 

１ 電力不安があり協力したいと考えたから 

２ 節電することが定着したから 

３ 市況悪化により生産を縮小しているから 

４ 停電を避けたいから 

５ 電気料金にかかるコストの削減につながるから 

６ その他（ ） 

 

（２）冬の節電に係る質問 

①昨冬（2015 年度）の節電の実施の有無 

１ 昨冬（2015 年度）節電を実施した 

２ 昨冬（2015 年度）節電を実施しなかった 

 

②今冬（2016 年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 

１ 今冬（2016 年度）節電を継続する 

２ 今冬（2016 年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 

③今冬（2016 年度）節電を継続する場合における昨冬（2015 年度）と同様の節電取組可能

性（※②で「節電を継続する」と回答した企業のみ） 

１ 今冬（2016 年度）に昨冬（2015 年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、昨冬（2015 年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 

（３）その他 

①全国的な需給ひっ迫が将来的に継続した場合の影響（複数回答可） 

１ 生産・営業を抑制せざるを得ない 

２ 生産拠点・事業所の海外移転 

３ 他企業への生産・販売委託を増やす 

４ 取引先の生産抑制による受注の減少 

５ 取引先の海外移転に伴う受注・販売の減少 

６ 特に影響はない見通し 

７ その他（ ） 

 

 

大変お忙しいところ，アンケートにご協力いただき誠にありがとうございました。 

 

 



 

《家庭》 

（１）夏の節電に係る質問 

①今夏（2016 年度）の節電の実施の有無 

１ 今夏（2016 年度）節電を実施した 

２ 今夏（2016 年度）節電を実施しなかった 

 

②節電を実施した理由（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ 新聞・ニュースを見て「家庭の協力が必要」と思ったから 

２ 職場や学校等で「自宅でも節電を実施するように」との呼びかけがあったから 

３ 計画停電になると社会的影響が大きいから 

４ 環境意識が高まったから 

５ 節電をすれば電気代の節約になると思ったから 

６ 友人、隣人などまわりの人が節電をしていたから 

７ 節電することが習慣化したから 

８ その他（ ） 

 

③値上げや燃料費調整制度等により、電気料金価格が変化したことによる節電取組への影

響（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ とても影響があった 

２ やや影響があった 

３ あまり影響がなかった 

４ 全く影響がなかった 

５ わからない 

 

④実施した節電内容（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ エアコンは室温 28℃を心がける 

２ 「すだれ」や「よしず」などで窓からの日差しを和らげる 

３ 無理のない範囲でエアコンを消して、扇風機を使う 

４ エアコンのフィルターを定期的に掃除する 

５ 照明をできるだけ減らす 

６ 照明をＬＥＤ等へ切り替え交換 

７ テレビ画面の輝度を下げる 

８ テレビを必要なとき以外は消す 

９ 便座保温・温水のオフ機能、タイマー節電機能があれば、これらを利用する 

１０ 炊飯器は早朝にタイマー機能で１日分をまとめ炊き 

１１ 炊飯器の保温機能は使わず、さましてから冷蔵庫に保存 

 １２ 家電製品全般についてリモコンの電源ではなく、本体の主電源を切る 

 １３ 長時間使わない機器はプラグを抜く 

１４ 冷蔵庫の設定を強から中に変える 

東北電力 家庭 



 

１５ 冷蔵庫の扉を開ける時間を減らす 

１６ 冷蔵庫に食品をつめこまない 

 １７ お湯はコンロで沸かし、電気ポットの電源は切る 

１８ 洗濯機は容量の８０％程度を目安にまとめ洗い 

１９ 旅行や外出をすることで、家庭内の消費電力を下げる 

２０ その他（ ） 

２１ 特にない 

 

⑤特に家庭の節電が必要と思う時間帯（複数回答可） 

１ 平日の早朝（出勤や登校前の 7時頃） 

２ 平日の午前（9時～12 時） 

３ 平日の午後（13 時～16 時） 

４ 平日の夕方～夜（17 時～20 時） 

５ 平日の夜中（21 時以降） 

６ あてはまるものはない 

 

⑥特に暑さが厳しい日の日中におけるエアコン等の節電（※①で「節電を実施した」と回

答した者のみ） 

１ 通常実施している節電より踏み込んで行った 

２ 通常実施している節電と同程度で行った 

３ 通常と同程度の節電はしていない 

４ 分からない 

５ 冷房機器を持っていない 

 

⑦来夏（2017 年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ 来夏（2017 年度）節電を継続する 

２ 来夏（2017 年度）節電は継続しない 

３ 分からない 

 

⑧来夏（2017 年度）も節電を行う場合における、今夏（2016 年度）と同様の節電取組可能

性（※⑦で「節電を継続する」と回答した者のみ） 

１ 来夏（2017 年度）も今夏（2016 年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、今夏（2016 年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 

⑨無理がないと思われる節電幅（対 2010 年度（震災前）比） 

１ ０％ 

２ ５％未満 

３ ５％以上７％未満 



 

４ ７％以上１０％未満 

５ １０％以上１５％未満 

６ １５％以上２０％未満 

７ ２０％以上 

 

⑩節電を実施する理由（複数回答可）（※⑦で「節電を継続する」と回答した者のみ） 

１ 新聞・ニュースを見て「家庭の協力が必要」と思ったから 

２ 職場や学校等で「自宅でも節電を実施するように」との呼びかけがあったから 

３ 計画停電になると社会的影響が大きいから 

４ 環境意識が高まったから 

５ 節電をすれば電気代の節約になると思ったから 

６ 友人、隣人などまわりの人が節電をしていたから 

７ 節電することが習慣化したから 

８ その他（ ） 

 

⑪でんき予報の活用 

１ 非常に参考にしている 

２ まあ参考にしている 

３ どちらともいえない 

４ あまり参考にしていない 

５ 全く参考にしていない 

 

（２）冬の節電に係る質問 

①昨冬（2015 年度）の節電の実施の有無 

１ 昨冬（2015 年度）節電を実施した 

２ 昨冬（2015 年度）節電を実施しなかった 

 

②今冬（2016 年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ 今冬（2016 年度）節電を継続する 

２ 今冬（2016 年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 

③今冬（2016 年度）節電を継続する場合における昨冬（2015 年度）と同様の節電取組可能

性（※②で「節電を継続する」と回答した者のみ） 

１ 今冬（2016 年度）に昨冬（2015 年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、昨冬（2015 年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 

以 上 



節電に関するアンケート調査（ヒアリングシート）　2016年度夏季

①-1　 夏の節電について

NO 回答対象 形式 設問 選択肢1 選択肢2 選択肢3 選択肢4 選択肢5 選択肢6 選択肢7 選択肢8 選択肢9

1* 全員
単一
回答

今夏（2016年度）の節電の実施
の有無

今夏（2016年度）節電
を実施した

今夏（2016年度）節電
を実施しなかった

2*
NO1
「実施した」と回答
した企業のみ

複数
回答

節電を実施した理由
電力不安があり協力
したいと考えたから

節電することが定着
したから

市況悪化により生産
を縮小しているから

停電を避けたいから
電気料金にかかるコ
ストの削減につなが
るから

3*
NO1
「実施した」と回答
した企業のみ

単一
回答

値上げや燃料費調整制度等に
より、電気料金価格が変化した
ことによる節電取組への影響

とても影響があった やや影響があった
あまり影響がなかっ
た

全く影響がなかった わからない

4-1*
NO1
「実施した」と回答
した企業のみ

複数
回答

実施した節電の内容
節電目標や内容を社
内に啓発

照明間引き こまめな消灯
照明をＬＥＤ等へ切り
替え交換

空調温度を高め
（28℃等）に設定

空調をガス方式等に
変更

不在エリアの空調停
止

待機電力を切る
製造機器稼働の節
電工夫

5-1
NO4-1
選択した項目のみ

単一
回答

実施した節電施策毎の負担感

コスト小・従業員小
コスト小・従業員大
コスト大・従業員小
コスト大・従業員大

コスト小・従業員小
コスト小・従業員大
コスト大・従業員小
コスト大・従業員大

コスト小・従業員小
コスト小・従業員大
コスト大・従業員小
コスト大・従業員大

コスト小・従業員小
コスト小・従業員大
コスト大・従業員小
コスト大・従業員大

コスト小・従業員小
コスト小・従業員大
コスト大・従業員小
コスト大・従業員大

コスト小・従業員小
コスト小・従業員大
コスト大・従業員小
コスト大・従業員大

コスト小・従業員小
コスト小・従業員大
コスト大・従業員小
コスト大・従業員大

コスト小・従業員小
コスト小・従業員大
コスト大・従業員小
コスト大・従業員大

コスト小・従業員小
コスト小・従業員大
コスト大・従業員小
コスト大・従業員大

4-2*
NO1
「実施した」と回答
した企業のみ

複数
回答

実施した節電の内容
操業日や操業時間帯
のシフト

生産抑制 夏季休暇の拡大 自家発電稼働
生産拠点の移転・シ
フト（国内の他電力管
内へ）

生産拠点の移転・シ
フト（海外へ）

電力以外の燃料によ
る製造機器導入

エレベータ間引き等の
動力の調整

その他
（　　　　　　　　　　）

5-2
NO4-2
選択した項目のみ

単一
回答

実施した節電施策毎の負担感

コスト小・従業員小
コスト小・従業員大
コスト大・従業員小
コスト大・従業員大

コスト小・従業員小
コスト小・従業員大
コスト大・従業員小
コスト大・従業員大

コスト小・従業員小
コスト小・従業員大
コスト大・従業員小
コスト大・従業員大

コスト小・従業員小
コスト小・従業員大
コスト大・従業員小
コスト大・従業員大

コスト小・従業員小
コスト小・従業員大
コスト大・従業員小
コスト大・従業員大

コスト小・従業員小
コスト小・従業員大
コスト大・従業員小
コスト大・従業員大

コスト小・従業員小
コスト小・従業員大
コスト大・従業員小
コスト大・従業員大

コスト小・従業員小
コスト小・従業員大
コスト大・従業員小
コスト大・従業員大

コスト小・従業員小
コスト小・従業員大
コスト大・従業員小
コスト大・従業員大

16℃以下 17℃ 18℃ 19℃ 20℃ 21℃ 22℃ 23℃ 24℃

25℃ 26℃ 27℃ 28℃ 29℃ 30℃以上 わからない

16℃以下 17℃ 18℃ 19℃ 20℃ 21℃ 22℃ 23℃ 24℃

25℃ 26℃ 27℃ 28℃ 29℃ 30℃以上 わからない

16℃以下 17℃ 18℃ 19℃ 20℃ 21℃ 22℃ 23℃ 24℃

25℃ 26℃ 27℃ 28℃ 29℃ 30℃以上 わからない

7-1,2 全員
単一
回答

照明の詳細
（今夏の間引き率と今後の継続
意向）

→
※0割～10割まで
（間引きしていない場合
は0割）

7-3,4 全員
単一
回答

照明の詳細
（今夏のLED取替率・ストック
ベースと今後の継続意向）

→
※0割～10割まで
※ストックベース

8*
NO1
「実施した」と回答
した企業のみ

複数
回答

節電による企業活動への影響
自家発電の稼働によ
りコストが増加した

生産・販売量等に影
響が生じた

顧客サービスが低下
した

従業員からクレーム
が多くあった

特に生産・販売量等
に影響はなくマイナス
の影響はなかった

9*
NO1
「実施した」と回答
した企業のみ

単一
回答

来夏（2017年度）の節電継続
来夏（2017年度）節電
を継続する

来夏（2017年度）節電
を継続しない

分からない

10*
NO9
「継続する」と回答
した企業のみ

単一
回答

来夏（2017年度）も節電を行う
場合における、今夏（2016年
度）と同様の節電取組可能性

来夏（2017年度）も今
夏（2016年度）と同様
の節電取組を継続す
ることは可能

節電には協力する
が、今夏（2016年度）
と同様の節電取組は
困難

分からない

節電目標や内容を社
内に啓発

照明間引き こまめな消灯
照明をＬＥＤ等へ切り
替え交換

空調温度を高め
（28℃等）に設定

空調をガス方式等に
変更

不在エリアの空調停
止

待機電力を切る
製造機器稼働の節
電工夫

操業日や操業時間帯
のシフト

生産抑制 夏季休暇の拡大 自家発電稼働
生産拠点の移転・シ
フト（国内の他電力管
内へ）

生産拠点の移転・シ
フト（海外へ）

電力以外の燃料によ
る製造機器導入

エレベータ間引き等の
動力の調整

その他

→裏面に続きます

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

全員

全員

6-1

6-3
空調の設定温度（2017年度夏）
※今後のご意向

空調の設定温度（2010年度夏）

空調の設定温度（2016年度夏）6-2

単一
回答

単一
回答

単一
回答

全員

今夏（2016年度）時点で，全体の（　　　　　　）割をLEDへ取替済 来夏（2017年度）時点で，全体の（　　　　　　）割をLEDへ取替予定

今夏（2016年度）時点で，間引き率（　　　　　）割 来夏（2017年度）時点で，間引き率（　　　　　）割予定

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

11

NO9
「継続する」と回答

した企業
かつ

NO4-1.2
今夏（2016年度）実

施した項目のみ

複数
回答

来夏（2017年度）も継続する節
電の内容

horikawa-t
テキストボックス
東京電力　大口・小口



節電に関するアンケート調査（ヒアリングシート）　2016年度夏季

①-2　 夏の節電について

NO 回答対象 形式 設問 選択肢1 選択肢2 選択肢3 選択肢4 選択肢5 選択肢6 選択肢7 選択肢8 選択肢9

12* 全員
単一
回答

無理がないと思われる節電目
標（対2010年度（震災前）比）

０％ ５％未満 ５％以上７％未満 ７％以上１０％未満 １０％以上１５％未満 １５％以上２０％未満 ２０％以上

13*
NO9
「継続する」と回答
した企業のみ

複数
回答

節電を継続する理由
電力不安があり協力
したいと考えたから

節電することが定着
したから

市況悪化により生産
を縮小しているから

停電を避けたいから
電気料金にかかるコ
ストの削減につなが
るから

14-1 製造業のみ
自由
記入

主な生産品目

14-2 製造業のみ
単一
回答

生産水準の見通しについて
2016年4月～6月を100％とした
場合

2016年7月～9月
（　　　　）％

2016年10月～12月
（　　　　）％

2017年1月～3月
（　　　　）％

2017年4月～6月
（　　　　）％

2017年7月～9月
（　　　　）％

※お答えいただける
範囲で記入

14-3 製造業のみ
自由
記入

生産水準の見通しについて，具
体的な事項（生産動向や移転
計画など）について記入

※お答えいただける範
囲で記入

15-1 全員
単一
回答

向こう３年間（現在～2019年度
まで）の契約電力増減の見通し
について記入

（　　　）年（　　　）月
（　　　　　　）kW

↓
（　　　　　　）kW
増減理由（　　）

移転先分類（　　）

（　　　）年（　　　）月
（　　　　　　）kW

↓
（　　　　　　）kW
増減理由（　　）

移転先分類（　　）

（　　　）年（　　　）月
（　　　　　　）kW

↓
（　　　　　　）kW
増減理由（　　）

移転先分類（　　）

※お答えいただけ
る範囲で記入

15-2 全員
自由
記入

契約電力増減の見通しについ
て，設備移転先（国・地域・工場
名など）や自家発容量（kW・台
数・燃料）など具体的な事項に
ついて記入

※お答えいただける範
囲で記入

②　冬の節電について
NO 回答対象 形式 設問 選択肢1 選択肢2 選択肢3 選択肢4 選択肢5 選択肢6 選択肢7 選択肢8 選択肢9

16* 全員
単一
回答

昨冬（2015年度）の節電の実施
の有無

昨冬（2015年度）節電
を実施した

昨冬（2015年度）節電
を実施しなかった

17*
NO16
「実施した」と回答
した企業のみ

単一
回答

今冬（2016年度）の節電継続
今冬（2016年度）節電
を継続する

今冬（2016年度）節電
を継続しない

分からない

18*
NO17
「継続する」と回答
した企業のみ

単一
回答

今冬（2016年度）節電を継続す
る場合における昨冬（2015年
度）と同様の節電取組可能性

今冬（2016年度）に昨
冬（2015年度）と同様
の節電取組を継続す
ることは可能

節電には協力する
が、昨冬（2015年度）
と同様の節電取組は
困難

分からない

③　その他
NO 回答対象 形式 設問 選択肢1 選択肢2 選択肢3 選択肢4 選択肢5 選択肢6 選択肢7 選択肢8 選択肢9

19* 全員
複数
回答

全国的な需給ひっ迫が将来的
に継続した場合の影響

生産・営業を抑制せ
ざるを得ない

生産拠点・事業所の
海外移転

他企業への生産・販
売委託を増やす

取引先の生産抑制に
よる受注の減少

取引先の海外移転に
伴う受注・販売の減
少

特に影響はない見通
し

20 全員
単一
回答

エネルギー管理方法

ＢＥＭＳ等、エネル
ギーのモニタリング
データに基づき、機
器の最適運転制御を
実施している

エネルギーのモニタリ
ングのみ実施してい
る（機器の運転制御
はしていない）

デマンドコントロー
ラーを導入し、電力デ
マンドの管理（または
制御）を実施している

電気・ガス・油・水道
の月ごとの請求書・
使用量のお知らせに
より確認している

特に何もしていない
（普段、あまり意識し
ていない）

分からない

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＜増減理由を選択＞
　　①設備新設
    ②設備撤去
　　③設備変更無し（デマンド見直し等）
　　④自家発（撤去・容量減）
　　⑤自家発（新設・容量増）
　　⑥その他

＜移転先分類（増減理由①の場合）＞
　　①当社エリア内←当社エリア内　②当社エリア内←当社エリア外
　　③当社エリア内←海外　④移転元不明　⑤純増
＜移転先分類（増減理由②の場合）＞
　　①当社エリア内→当社エリア内　②当社エリア内→当社エリア外
　　③当社エリア内→海外　④移転先不明　⑤純減

※お答えいただける範囲で記入

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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添付書類（１） 

 

今夏の節電に関するアンケートのお願い 

 

平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

 

この度、今夏の需給対策に関する評価や今後の需給対策の検討にあたっての基礎資料とす

るため、今夏に企業の皆様が取り組まれている節電の内容を調査させていただきたいと考

えております。 

 

内容につきましては、資源エネルギー庁の要請に基づき全国的に実施するものです。 

 

ご多忙のところ大変恐縮でございますが、今夏の検証をより充実したものとするため、な

にとぞご協力賜わりますようお願い申し上げます。（ご回答内容は秘密を厳守し、結果のみ

を公表いたします。） 

 

なお、ご回答は８月２６日（金）午前中までにお寄せ下さい。 

 

中部電力株式会社 

 

 

○会社名（全角） 

（記入例）中部電力株式会社 

 

○お客さま番号（半角）※毎月の検針時にお届けしている「電気ご使用量のお知らせ」 

 記載の 13桁の数字となります 

（記入例）1234567891011 

 

○お客さまの電気のご契約について該当するものを選択ください 

１ 特別高圧 （主に契約電力 2,000kW以上で標準電圧 20kV、30ｋV、70kV、140kVの

お客さま） 

２ 高圧（主に契約電力 500kW以上、2,000kW未満で標準電圧 6kVのお客さま） 

３ 高圧（主に契約電力 50kW以上、500kW未満で標準電圧 6kVのお客さま） 

 

○お客さまの電気のご契約のご使用用途について該当するものを選択ください 

１ 産業用（例：工場等） 

２ 業務用（例：事務所、ビル等） 
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○御社の業種について該当するものを選択ください 

１ 製造業 

２ 非製造業 

 

 

（１）夏の節電にかかる質問 

 

①今夏（2016年度）の節電の実施の有無を選択ください 

１ 今夏（2016年度）節電を実施した 

２ 今夏（2016年度）節電を実施しなかった 

 

②節電を実施した理由を選択ください（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答し

た企業のみ） 

１ 電力不安があり協力したいと考えたから 

２ 節電することが定着したから 

３ 市況悪化により生産を縮小しているから 

４ 停電を避けたいから 

５ 電気料金にかかるコストの削減につながるから 

６ その他（                            ） 

 

③値上げや燃料費調整制度等により、電気料金価格が変化したことによる節電取組への影

響を選択ください（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 

１ とても影響があった 

２ やや影響があった 

３ あまり影響がなかった 

４ 全く影響がなかった 

５ 分からない 

 

④実施した節電の内容を選択ください（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答し

た企業のみ） 

１ 節電目標や内容を社内に啓発 

２ 照明間引き 

３ こまめな消灯 

４ 照明をＬＥＤ等へ切り替え交換 

５ 空調温度を高め（28℃等）に設定 

６ 空調をガス方式等に変更 

７ 不在エリアの空調停止 

８ 待機電力を切る 

９ 製造機器稼働の節電工夫 

１０ 操業日や操業時間帯のシフト 

１１ 生産抑制 



１２ 夏季休暇の拡大 

１３ 自家発電稼働 

１４ 生産拠点の移転・シフト（国内の他電力管内へ） 

１５ 生産拠点の移転・シフト（海外へ） 

１６ 電力以外の燃料による製造機器導入 

１７ エレベータ間引き等の動力の調整 

１８ その他（                            ） 

 

⑤節電による企業活動への影響を選択ください（複数回答可）（※①で「節電を実施した」

と回答した企業のみ） 

１ 自家発電の稼働によりコストが増加した 

２ 生産・販売量等に影響が生じた 

３ 顧客サービスが低下した 

４ 従業員からクレームが多くあった 

５ 特に生産・販売量等に影響はなくマイナスの影響はなかった 

６ その他（                            ） 

 

⑥来夏（2017年度）の節電継続について選択ください 

（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 

１ 来夏（2017年度）節電を継続する 

２ 来夏（2017年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 

⑦来夏（2017年度）も節電を行う場合における、今夏（2016年度）と同様の節電取組可能

性について選択ください（※⑥で「節電を継続する」と回答した企業のみ） 

１ 来夏（2017年度）も今夏（2016年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、今夏（2016年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 

⑧無理がないと思われる節電目標（対 2010年度（震災前）比）を選択ください 

１ ０％ 

２ ５％未満 

３ ５％以上７％未満 

４ ７％以上１０％未満 

５ １０％以上１５％未満 

６ １５％以上２０％未満 

７ ２０％以上 

 

⑨節電を継続する理由を選択ください（複数回答可）（※⑥で「節電を継続する」と回答し

た企業のみ） 

１ 電力不安があり協力したいと考えたから 



２ 節電することが定着したから 

３ 市況悪化により生産を縮小しているから 

４ 停電を避けたいから 

５ 電気料金にかかるコスト削減につながるから 

６ その他（                            ） 

 

 

（２）冬の節電にかかる質問 

 

①昨冬（2015年度）の節電の実施の有無を選択ください 

１ 昨冬（2015年度）節電を実施した 

２ 昨冬（2015年度）節電を実施しなかった 

 

②今冬（2016 年度）の節電の継続について選択ください（※①で「節電を実施した」と回

答した企業のみ） 

１ 今冬（2016年度）節電を継続する 

２ 今冬（2016年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 

③今冬（2016年度）節電を継続する場合における昨冬（2015年度）と同様の節電取組可能

性について選択ください（※②で「節電を継続する」と回答した企業のみ） 

１ 今冬（2016年度）に昨冬（2015年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、昨冬（2015年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 

 

（３）その他 

 

①全国的な需給ひっ迫が将来的に継続した場合の影響について選択ください（複数回答可） 

１ 生産・営業を抑制せざるを得ない 

２ 生産拠点・事業所の海外移転 

３ 他企業への生産・販売委託を増やす 

４ 取引先の生産抑制による受注の減少 

５ 取引先の海外移転に伴う受注・販売の減少 

６ 特に影響はない見通し 

７ その他（                            ） 

 

 

大変お忙しいところ、アンケートへのご協力まことにありがとうございました。 



 

今夏のご家庭での節電に関するアンケートのお願い 

 

 お客さまへは、震災以降、長期にわたり、節電・省エネにご協力を賜わり、心よりお

礼申し上げます。 

  

 この度、今夏の需給対策に関する評価や今後の需給対策の検討にあたっての基礎資料

とするため、今夏、皆様がご家庭で取り組まれた節電の内容を調査させていただきたい

と考えております。 

 

 内容につきましては、資源エネルギー庁の要請に基づき全国的に実施するものです。 

 

 ご多忙のところ大変恐縮でございますが、今冬の検証をより充実したものとするた

め、なにとぞご協力賜わりますようお願い申し上げます。 

 

中部電力株式会社 

 

《家庭》 

（１）夏の節電に係る質問 

①今夏（2016年度）の節電の実施の有無 

１ 今夏（2016年度）節電を実施した 

２ 今夏（2016年度）節電を実施しなかった 

 

②節電を実施した理由（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ 新聞・ニュースを見て「家庭の協力が必要」と思ったから 

２ 職場や学校等で「自宅でも節電を実施するように」との呼びかけがあったから 

３ 計画停電になると社会的影響が大きいから 

４ 環境意識が高まったから 

５ 節電をすれば電気代の節約になると思ったから 

６ 友人、隣人などまわりの人が節電をしていたから 

７ 節電することが習慣化したから 

８ その他（ ） 

 

③値上げや燃料費調整制度等により、電気料金価格が変化したことによる節電取組への影

響（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ とても影響があった 

添付書類２ 
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２ やや影響があった 

３ あまり影響がなかった 

４ 全く影響がなかった 

５ わからない 

 

④実施した節電内容（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ エアコンは室温 28℃を心がける 

２ 「すだれ」や「よしず」などで窓からの日差しを和らげる 

３ 無理のない範囲でエアコンを消して、扇風機を使う 

４ エアコンのフィルターを定期的に掃除する 

５ 照明をできるだけ減らす 

６ 照明をＬＥＤ等へ切り替え交換 

７ テレビ画面の輝度を下げる 

８ テレビを必要なとき以外は消す 

９ 便座保温・温水のオフ機能、タイマー節電機能があれば、これらを利用する 

１０ 炊飯器は早朝にタイマー機能で１日分をまとめ炊き 

１１ 炊飯器の保温機能は使わず、さましてから冷蔵庫に保存 

 １２ 家電製品全般についてリモコンの電源ではなく、本体の主電源を切る 

 １３ 長時間使わない機器はプラグを抜く 

１４ 冷蔵庫の設定を強から中に変える 

１５ 冷蔵庫の扉を開ける時間を減らす 

１６ 冷蔵庫に食品をつめこまない 

 １７ お湯はコンロで沸かし、電気ポットの電源は切る 

１８ 洗濯機は容量の８０％程度を目安にまとめ洗い 

１９ 旅行や外出をすることで、家庭内の消費電力を下げる 

２０ その他（ ） 

２１ 特にない 

 

⑤特に家庭の節電が必要と思う時間帯（複数回答可） 

１ 平日の早朝（出勤や登校前の 7時頃） 

２ 平日の午前（9時～12時） 

３ 平日の午後（13時～16時） 

４ 平日の夕方～夜（17時～20時） 

５ 平日の夜中（21時以降） 

６ あてはまるものはない 

 

⑥特に暑さが厳しい日の日中におけるエアコン等の節電（※①で「節電を実施した」と回答



 

した者のみ） 

１ 通常実施している節電より踏み込んで行った 

２ 通常実施している節電と同程度で行った 

３ 通常と同程度の節電はしていない 

４ 分からない 

５ 冷房機器を持っていない 

 

⑦来夏（2017年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ 来夏（2017年度）節電を継続する 

２ 来夏（2017年度）節電は継続しない 

３ 分からない 

 

⑧来夏（2017年度）も節電を行う場合における、今夏（2016年度）と同様の節電取組可能

性（※⑦で「節電を継続する」と回答した者のみ） 

１ 来夏（2017年度）も今夏（2016年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、今夏（2016年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 

⑨無理がないと思われる節電幅（対 2010年度（震災前）比） 

１ ０％ 

２ ５％未満 

３ ５％以上７％未満 

４ ７％以上１０％未満 

５ １０％以上１５％未満 

６ １５％以上２０％未満 

７ ２０％以上 

 

⑩節電を実施する理由（複数回答可）（※⑦で「節電を継続する」と回答した者のみ） 

１ 新聞・ニュースを見て「家庭の協力が必要」と思ったから 

２ 職場や学校等で「自宅でも節電を実施するように」との呼びかけがあったから 

３ 計画停電になると社会的影響が大きいから 

４ 環境意識が高まったから 

５ 節電をすれば電気代の節約になると思ったから 

６ 友人、隣人などまわりの人が節電をしていたから 

７ 節電することが習慣化したから 

８ その他（ ） 

 



 

⑪でんき予報の活用 

１ 非常に参考にしている 

２ まあ参考にしている 

３ どちらともいえない 

４ あまり参考にしていない 

５ 全く参考にしていない 

 

（２）冬の節電に係る質問 

①昨冬（2015年度）の節電の実施の有無 

１ 昨冬（2015年度）節電を実施した 

２ 昨冬（2015年度）節電を実施しなかった 

 

②今冬（2016年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ 今冬（2016年度）節電を継続する 

２ 今冬（2016年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 

③今冬（2016年度）節電を継続する場合における昨冬（2015年度）と同様の節電取組可

能性（※②で「節電を継続する」と回答した者のみ） 

１ 今冬（2016年度）に昨冬（2015年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、昨冬（2015年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

以 上 



【質問5】節電による企業活動への影響（複数回答可）について、該当するもの全てをクリック下さい。

     （※【質問1】で「節電を実施した」と回答した企業のみ）
【ご記入者】※本枠内の事項（貴社名・役職名・ご芳名・TEL）はご回答内容の確認にのみ利用させていただきます。

TEL （ ）

（ ）
◇経済産業省（資源エネルギー庁）および各電力会社において電力需給に関する今夏の評価と今冬の
  対策検討のための基礎資料とするため、全国的に節電実態調査を実施することとなりました。
  つきましては、企業各社様の節電のお取り組みに関するアンケートを実施させていただきたく存じます 【質問6】来夏（2017年度）の節電継続について、該当するもの１つをクリック下さい。
  ので、ご多忙中、誠に恐縮ですが、アンケートの回答に協力賜わりますようお願い申し上げます。      （※【質問1】で「節電を実施した」と回答した企業のみ）
◇大変お手数ではございますが、ご回答につきましては、８月  日（  ）までに弊社営業担当宛てに
  お願い申し上げます。
◇なお、公表は集計結果のみとし企業毎の内容は公表されません。

○貴社の業種をお答え（ご記入）下さい。（複数業種の場合は、主要業種1つお答え下さい） 【質問7】来夏（2017年度）も節電を行う場合における、今夏（2016年度）と同様の節電取組可能性について、該当するもの
     １つをクリック下さい。 （※【質問6】で「節電を継続する」と回答した企業のみ）

【（対象となる拠点の）業種・用途等】 【契約種別・契約電力】
＜業務用＞ （１）契約種別

【質問8】無理がないと思われる節電目標（対2010年度（震災前）比）について、該当するもの１つをクリック下さい。

＜産業用＞ （２）契約電力
ｋW

 ※請求書等をご確認の上、ご回答下さい

（１）夏の節電にかかる質問     （ ）
【質問1】今夏（2016年度）の節電の実施の有無について、該当するもの1つをクリック下さい。

（２）冬の節電にかかる質問
【質問10】昨冬（2015年度）の節電の実施の有無について、該当するもの1つをクリック下さい。

【質問2】節電を実施した理由（複数回答可）について、該当するもの全てをクリック下さい。
     （※【質問1】で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 【質問11】今冬（2016年度）の節電の継続について、該当するもの１つをクリック下さい。

      （※【質問10】で「節電を実施した」と回答した企業のみ）

  （ ）

【質問3】値上げや燃料費調整制度等により、電気料金価格が変化したことによる節電取組への影響について、 【質問12】今冬（2016年度）節電を継続する場合における昨冬（2015年度）と同様の節電取組可能性について、該当する
     該当するもの１つをクリック下さい。 （※【質問1】で「節電を実施した」と回答した企業のみ）      もの１つをクリック下さい。 （※【質問11】で「節電を継続する」と回答した企業のみ）

【質問4】実施した節電の内容（複数回答可）について、該当するもの全てをクリック下さい。 （３）その他
     （※【質問1】で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 【質問13】全国的な需給ひっ迫が将来的に継続した場合の影響（複数回答可）について該当する番号全てをクリック

     下さい。

（ ）
（ ）

以下の設問につきましては、関西におけるご回答いただく拠点の、業種・用途等、契約種別、
契約電力および取組み状況について、該当する番号1つをお答え下さい。

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。

【質問9】節電を継続する理由（複数回答可）について、該当するもの全てをクリック下さい。
     （※【質問6】で「節電を継続する」と回答した企業のみ）

今夏の節電に関するアンケート調査

貴社名

役職名
ご芳名

⑥製造業

①卸売業 ②小売業

③飲食業 ④宿泊業

⑦その他非製造業（鉄道業、水道業含む）

③高圧電力 ５００ｋW 未満

①今夏（2016年度）節電を実施した

②今夏（2016年度）節電を実施しなかった

①電力不安があり協力したいと考えたから ②節電することが定着したから

④停電を避けたいから

①とても影響があった

④全く影響がなかった

㊙

①昨冬（2015年度）節電を実施した ②昨冬（2015年度）節電を実施しなかった

①今冬（2016年度）節電を継続する ②今冬（2016年度）節電を継続しない

①今冬（2016年度）に昨冬（2015年度）と同様の節電取組を継続することは可能

②節電には協力するが、昨冬（2015年度）と同様の節電取組は困難

③分からない

①生産・営業を抑制せざるを得ない ②生産拠点・事業所の海外移転

③他企業への生産・販売委託を増やす ④取引先の生産抑制による受注の減少

⑤取引先の海外移転に伴う受注・販売の減少 ⑥特に影響はない見通し

⑦その他

⑤その他（事務所ビル等）

③市況悪化により生産を縮小しているから

⑤電気料金にかかるコストの削減につながるから ⑥その他

②やや影響があった ③あまり影響がなかった

⑤わからない

①自家発電の稼働によりコストが増加した ②生産・販売量等に影響が生じた

③顧客サービスが低下した ④従業員からクレームが多くあった

⑤特に生産・販売量等に影響はなくマイナスの影響はなかった

⑥その他

①来夏（2017年度）節電を継続する ②来夏（2017年度）節電を継続しない

③分からない

①来夏（2017年度）も今夏（2016年度）と同様の節電取組を継続することは可能

②節電には協力するが、今夏（2016年度）と同様の節電取組は困難

③分からない

①節電目標や内容を社内に啓発 ②照明間引き ③こまめな消灯

④照明をLED等へ切り替え交換 ⑤空調温度を高め（２８℃等）に設定

⑦不在エリアの空調停止 ⑧待機電力を切る

⑩操業日や操業時間帯のシフト ⑪生産抑制

⑬自家発電稼働 ⑭生産拠点の移転・シフト（国内の他電力管内へ）

⑮生産拠点の移転・シフト（海外へ） ⑯電力以外の燃料による製造機器導入

⑱その他

⑦２０％以上

①０％ ②５％未満 ③５％以上 ７％未満

④７％以上 １０％未満 ⑤１０％以上 １５％未満 ⑥１５％以上 ２０％未満

①電力不安があり協力したいと考えたから ②節電することが定着したから

③市況悪化により生産を縮小しているから ④停電を避けたいから

⑤電気料金にかかるコストの削減につながるから ⑥その他

③分からない

⑥空調をガス方式等に変更

⑨製造機器稼働の節電工夫

⑫夏季休暇の拡大

⑰エレベータ間引き等の動力の調整

②高圧電力 ５００ｋW 以上

①特別高圧電力

関西電力 大口・小口



 

《家庭》 

（１）夏の節電に係る質問 

①今夏（2016年度）の節電の実施の有無 

１ 今夏（2016年度）節電を実施した 

２ 今夏（2016年度）節電を実施しなかった 

 

②節電を実施した理由（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ 新聞・ニュースを見て「家庭の協力が必要」と思ったから 

２ 職場や学校等で「自宅でも節電を実施するように」との呼びかけがあったから 

３ 計画停電になると社会的影響が大きいから 

４ 環境意識が高まったから 

５ 節電をすれば電気代の節約になると思ったから 

６ 友人、隣人などまわりの人が節電をしていたから 

７ 節電することが習慣化したから 

８ その他（ ） 

 

③値上げや燃料費調整制度等により、電気料金価格が変化したことによる節電取組への影

響（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ とても影響があった 

２ やや影響があった 

３ あまり影響がなかった 

４ 全く影響がなかった 

５ わからない 

 

④実施した節電内容（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ エアコンは室温 28℃を心がける 

２ 「すだれ」や「よしず」などで窓からの日差しを和らげる 

３ 無理のない範囲でエアコンを消して、扇風機を使う 

４ エアコンのフィルターを定期的に掃除する 

５ 照明をできるだけ減らす 

６ 照明をＬＥＤ等へ切り替え交換 

７ テレビ画面の輝度を下げる 

８ テレビを必要なとき以外は消す 

９ 便座保温・温水のオフ機能、タイマー節電機能があれば、これらを利用する 

１０ 炊飯器は早朝にタイマー機能で１日分をまとめ炊き 

１１ 炊飯器の保温機能は使わず、さましてから冷蔵庫に保存 

 １２ 家電製品全般についてリモコンの電源ではなく、本体の主電源を切る 

関西電力 家庭 



 

 １３ 長時間使わない機器はプラグを抜く 

１４ 冷蔵庫の設定を強から中に変える 

１５ 冷蔵庫の扉を開ける時間を減らす 

１６ 冷蔵庫に食品をつめこまない 

 １７ お湯はコンロで沸かし、電気ポットの電源は切る 

１８ 洗濯機は容量の８０％程度を目安にまとめ洗い 

１９ 旅行や外出をすることで、家庭内の消費電力を下げる 

２０ その他（ ） 

２１ 特にない 

 

⑤特に家庭の節電が必要と思う時間帯（複数回答可） 

１ 平日の早朝（出勤や登校前の 7時頃） 

２ 平日の午前（9時～12時） 

３ 平日の午後（13時～16時） 

４ 平日の夕方～夜（17時～20時） 

５ 平日の夜中（21時以降） 

６ あてはまるものはない 

 

⑥特に暑さが厳しい日の日中におけるエアコン等の節電（※①で「節電を実施した」と回答

した者のみ） 

１ 通常実施している節電より踏み込んで行った 

２ 通常実施している節電と同程度で行った 

３ 通常と同程度の節電はしていない 

４ 分からない 

５ 冷房機器を持っていない 

 

⑦来夏（2017年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ 来夏（2017年度）節電を継続する 

２ 来夏（2017年度）節電は継続しない 

３ 分からない 

 

⑧来夏（2017年度）も節電を行う場合における、今夏（2016年度）と同様の節電取組可能

性（※⑦で「節電を継続する」と回答した者のみ） 

１ 来夏（2017年度）も今夏（2016年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、今夏（2016年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 



 

⑨無理がないと思われる節電幅（対 2010年度（震災前）比） 

１ ０％ 

２ ５％未満 

３ ５％以上７％未満 

４ ７％以上１０％未満 

５ １０％以上１５％未満 

６ １５％以上２０％未満 

７ ２０％以上 

 

⑩節電を実施する理由（複数回答可）（※⑦で「節電を継続する」と回答した者のみ） 

１ 新聞・ニュースを見て「家庭の協力が必要」と思ったから 

２ 職場や学校等で「自宅でも節電を実施するように」との呼びかけがあったから 

３ 計画停電になると社会的影響が大きいから 

４ 環境意識が高まったから 

５ 節電をすれば電気代の節約になると思ったから 

６ 友人、隣人などまわりの人が節電をしていたから 

７ 節電することが習慣化したから 

８ その他（ ） 

 

⑪でんき予報の活用 

１ 非常に参考にしている 

２ まあ参考にしている 

３ どちらともいえない 

４ あまり参考にしていない 

５ 全く参考にしていない 

 

（２）冬の節電に係る質問 

①昨冬（2015年度）の節電の実施の有無 

１ 昨冬（2015年度）節電を実施した 

２ 昨冬（2015年度）節電を実施しなかった 

 

②今冬（2016年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ 今冬（2016年度）節電を継続する 

２ 今冬（2016年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 



 

③今冬（2016年度）節電を継続する場合における昨冬（2015年度）と同様の節電取組可

能性（※②で「節電を継続する」と回答した者のみ） 

１ 今冬（2016年度）に昨冬（2015年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、昨冬（2015年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 
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今夏の節電に関するアンケート今夏の節電に関するアンケート今夏の節電に関するアンケート今夏の節電に関するアンケート    

《《《《大口大口大口大口、、、、小口小口小口小口》》》》    

（１）（１）（１）（１）夏夏夏夏の節電にの節電にの節電にの節電に係る係る係る係る質問質問質問質問    

①今夏（2016 年度）の節電の実施の有無 

１ 今夏（2016 年度）節電を実施した 

２ 今夏（2016 年度）節電を実施しなかった 

 

②節電を実施した理由（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 

１ 電力不安があり協力したいと考えたから 

２ 節電することが定着したから 

３ 市況悪化により生産を縮小しているから 

４ 停電を避けたいから 

５ 電気料金にかかるコストの削減につながるから 

６ その他（ ） 

 

③値上げや燃料費調整制度等により、電気料金価格が変化したことによる節電取組への影響

（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 

１ とても影響があった 

２ やや影響があった 

３ あまり影響がなかった 

４ 全く影響がなかった 

５ わからない 

 

④実施した節電の内容（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 

１ 節電目標や内容を社内に啓発 

２ 照明間引き 

３ こまめな消灯 

４ 照明をＬＥＤ等へ切り替え交換 

５ 空調温度を高め（28℃等）に設定 

６ 空調をガス方式等に変更 

７ 不在エリアの空調停止 

８ 待機電力を切る 

９ 製造機器稼働の節電工夫 

１０ 操業日や操業時間帯のシフト 

１１ 生産抑制 

１２ 夏季休暇の拡大 

１３ 自家発電稼働 

１４ 生産拠点の移転・シフト（国内の他電力管内へ） 

horikawa-t
テキストボックス
北陸電力　大口・小口・家庭
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１５ 生産拠点の移転・シフト（海外へ） 

１６ 電力以外の燃料による製造機器導入 

１７ エレベータ間引き等の動力の調整 

１８ その他（ ） 

 

⑤節電による企業活動への影響（複数回答可） 

（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 

１ 自家発電の稼働によりコストが増加した 

２ 生産・販売量等に影響が生じた 

３ 顧客サービスが低下した 

４ 従業員からクレームが多くあった 

５ 特に生産・販売量等に影響はなくマイナスの影響はなかった 

６ その他（ ） 

 

⑥来夏（2017 年度）の節電継続（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 

１ 来夏（2017 年度）節電を継続する 

２ 来夏（2017 年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 

⑦来夏（2017 年度）も節電を行う場合における、今夏（2016 年度）と同様の節電取組可能性

（※⑥で「節電を継続する」と回答した企業のみ） 

１ 来夏（2017 年度）も今夏（2016 年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、今夏（2016 年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 

⑧無理がないと思われる節電目標（対 2010 年度（震災前）比） 

１ ０％ 

２ ５％未満 

３ ５％以上７％未満 

４ ７％以上１０％未満 

５ １０％以上１５％未満 

６ １５％以上２０％未満 

７ ２０％以上 

 

 

⑨節電を継続する理由（複数回答可）（※⑥で「節電を継続する」と回答した企業のみ） 

１ 電力不安があり協力したいと考えたから 

２ 節電することが定着したから 

３ 市況悪化により生産を縮小しているから 
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４ 停電を避けたいから 

５ 電気料金にかかるコストの削減につながるから 

６ その他（ ） 

 

（２）（２）（２）（２）冬冬冬冬の節電に係る質問の節電に係る質問の節電に係る質問の節電に係る質問    

①昨冬（2015 年度）の節電の実施の有無 

１ 昨冬（2015 年度）節電を実施した 

２ 昨冬（2015 年度）節電を実施しなかった 

 

②今冬（2016 年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 

１ 今冬（2016 年度）節電を継続する 

２ 今冬（2016 年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 

③今冬（2016 年度）節電を継続する場合における昨冬（2015 年度）と同様の節電取組可能性

（※②で「節電を継続する」と回答した企業のみ） 

１ 今冬（2016 年度）に昨冬（2015 年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、昨冬（2015 年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 

（３）その他（３）その他（３）その他（３）その他    

①全国的な需給ひっ迫が将来的に継続した場合の影響（複数回答可） 

１ 生産・営業を抑制せざるを得ない 

２ 生産拠点・事業所の海外移転 

３ 他企業への生産・販売委託を増やす 

４ 取引先の生産抑制による受注の減少 

５ 取引先の海外移転に伴う受注・販売の減少 

６ 特に影響はない見通し 

７ その他（ ） 

 

《《《《家庭家庭家庭家庭》》》》    

（１）（１）（１）（１）夏夏夏夏の節電にの節電にの節電にの節電に係る係る係る係る質問質問質問質問    

①今夏（2016 年度）の節電の実施の有無 

１ 今夏（2016 年度）節電を実施した 

２ 今夏（2016 年度）節電を実施しなかった 

 

②節電を実施した理由（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ 新聞・ニュースを見て「家庭の協力が必要」と思ったから 

２ 職場や学校等で「自宅でも節電を実施するように」との呼びかけがあったから 
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３ 計画停電になると社会的影響が大きいから 

４ 環境意識が高まったから 

５ 節電をすれば電気代の節約になると思ったから 

６ 友人、隣人などまわりの人が節電をしていたから 

７ 節電することが習慣化したから 

８ その他（ ） 

 

③値上げや燃料費調整制度等により、電気料金価格が変化したことによる節電取組への影響

（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ とても影響があった 

２ やや影響があった 

３ あまり影響がなかった 

４ 全く影響がなかった 

５ わからない 

 

④実施した節電内容（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ エアコンは室温 28℃を心がける 

２ 「すだれ」や「よしず」などで窓からの日差しを和らげる 

３ 無理のない範囲でエアコンを消して、扇風機を使う 

４ エアコンのフィルターを定期的に掃除する 

５ 照明をできるだけ減らす 

６ 照明をＬＥＤ等へ切り替え交換 

７ テレビ画面の輝度を下げる 

８ テレビを必要なとき以外は消す 

９ 便座保温・温水のオフ機能、タイマー節電機能があれば、これらを利用する 

１０ 炊飯器は早朝にタイマー機能で１日分をまとめ炊き 

１１ 炊飯器の保温機能は使わず、さましてから冷蔵庫に保存 

 １２ 家電製品全般についてリモコンの電源ではなく、本体の主電源を切る 

 １３ 長時間使わない機器はプラグを抜く 

１４ 冷蔵庫の設定を強から中に変える 

１５ 冷蔵庫の扉を開ける時間を減らす 

１６ 冷蔵庫に食品をつめこまない 

 １７ お湯はコンロで沸かし、電気ポットの電源は切る 

１８ 洗濯機は容量の８０％程度を目安にまとめ洗い 

１９ 旅行や外出をすることで、家庭内の消費電力を下げる 

２０ その他（ ） 

２１ 特にない 

 

⑤特に家庭の節電が必要と思う時間帯（複数回答可） 
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１ 平日の早朝（出勤や登校前の 7時頃） 

２ 平日の午前（9時～12 時） 

３ 平日の午後（13 時～16 時） 

４ 平日の夕方～夜（17 時～20 時） 

５ 平日の夜中（21 時以降） 

６ あてはまるものはない 

 

⑥特に暑さが厳しい日の日中におけるエアコン等の節電（※①で「節電を実施した」と回答し

た者のみ） 

１ 通常実施している節電より踏み込んで行った 

２ 通常実施している節電と同程度で行った 

３ 通常と同程度の節電はしていない 

４ 分からない 

５ 冷房機器を持っていない 

 

⑦来夏（2017 年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ 来夏（2017 年度）節電を継続する 

２ 来夏（2017 年度）節電は継続しない 

３ 分からない 

 

⑧来夏（2017 年度）も節電を行う場合における、今夏（2016 年度）と同様の節電取組可能性

（※⑦で「節電を継続する」と回答した者のみ） 

１ 来夏（2017 年度）も今夏（2016 年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、今夏（2016 年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 

⑨無理がないと思われる節電幅（対 2010 年度（震災前）比） 

１ ０％ 

２ ５％未満 

３ ５％以上７％未満 

４ ７％以上１０％未満 

５ １０％以上１５％未満 

６ １５％以上２０％未満 

７ ２０％以上 

 

⑩節電を実施する理由（複数回答可）（※⑦で「節電を継続する」と回答した者のみ） 

１ 新聞・ニュースを見て「家庭の協力が必要」と思ったから 

２ 職場や学校等で「自宅でも節電を実施するように」との呼びかけがあったから 

３ 計画停電になると社会的影響が大きいから 
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４ 環境意識が高まったから 

５ 節電をすれば電気代の節約になると思ったから 

６ 友人、隣人などまわりの人が節電をしていたから 

７ 節電することが習慣化したから 

８ その他（ ） 

 

⑪でんき予報の活用 

１ 非常に参考にしている 

２ まあ参考にしている 

３ どちらともいえない 

４ あまり参考にしていない 

５ 全く参考にしていない 

    

（２）（２）（２）（２）冬冬冬冬の節電に係る質問の節電に係る質問の節電に係る質問の節電に係る質問    

①昨冬（2015 年度）の節電の実施の有無 

１ 昨冬（2015 年度）節電を実施した 

２ 昨冬（2015 年度）節電を実施しなかった 

 

②今冬（2016 年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ 今冬（2016 年度）節電を継続する 

２ 今冬（2016 年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 

③今冬（2016 年度）節電を継続する場合における昨冬（2015 年度）と同様の節電取組可能性

（※②で「節電を継続する」と回答した者のみ） 

１ 今冬（2016 年度）に昨冬（2015 年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、昨冬（2015 年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 



節電に関するアンケート

※各設問の該当する番号に○をお願いいたします。 

（１）夏の節電に係る質問 

①今夏（2016 年度）の節電の実施の有無 

１ 今夏（2016 年度）節電を実施した 

２ 今夏（2016 年度）節電を実施しなかった 

②節電を実施した理由（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみ） 

１ 電力不安があり協力したいと考えたから 

２ 節電することが定着したから 

３ 市況悪化により生産を縮小しているから 

４ 停電を避けたいから 

５ 電気料金にかかるコストの削減につながるから 

６ その他（                                      ） 

③値上げや燃料費調整制度等により、電気料金価格が変化したことによる節電取組への影響 

（※①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみ） 

１ とても影響があった 

２ やや影響があった 

３ あまり影響がなかった 

４ 全く影響がなかった 

５ 分からない 

④実施した節電の内容（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみ） 

１ 節電目標や内容を社内に啓発     １０ 操業日や操業時間帯のシフト 

２ 照明間引き             １１ 生産抑制 

３ こまめな消灯            １２ 夏季休暇の拡大 

４ 照明をＬＥＤ等へ切り替え交換    １３ 自家発電稼働 

５ 空調温度を高め（28℃等）に設定   １４ 生産拠点の移転・シフト（国内の他電力管内へ） 

６ 空調をガス方式等に変更       １５ 生産拠点の移転・シフト（海外へ） 

７ 不在エリアの空調停止        １６ 電力以外の燃料による製造機器導入 

８ 待機電力を切る           １７ エレベータ間引き等の動力の調整 

９ 製造機器稼働の節電工夫       １８ その他（                 ） 

⑤節電による企業活動への影響（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみ） 

１ 自家発電の稼働によりコストが増加した 

２ 生産・販売量等に影響が生じた 

３ 顧客サービスが低下した 

４ 従業員からクレームが多くあった 

５ 特に生産・販売量等に影響はなくマイナスの影響はなかった 

６ その他（                                      ） 

お客さま名 ご契約番号 

中国電力 大口



⑥来夏（2017 年度）の節電継続（※①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみ） 

１ 来夏（2017 年度）節電を継続する 

２ 来夏（2017 年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

⑦来夏（2017 年度）も節電を行う場合における、今夏（2016 年度）と同様の節電への取組の可能性 

（※⑥で「節電を継続する」と回答したお客さまのみ） 

１ 来夏（2017 年度）も今夏（2016 年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、今夏（2016 年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

⑧無理がないと思われる節電目標（対 2010 年度（震災前）比） 

１ ０％ 

２ ５％未満 

３ ５％以上７％未満 

４ ７％以上１０％未満 

５ １０％以上１５％未満 

６ １５％以上２０％未満 

７ ２０％以上 

⑨節電を継続する理由（複数回答可）（※⑥で「節電を継続する」と回答したお客さまのみ） 

１ 電力不安があり協力したいと考えたから  ４ 停電を避けたいから 

２ 節電することが定着したから       ５ 電気料金にかかるコストの削減につながるから 

３ 市況悪化により生産を縮小しているから  ６ その他（                 ） 

（２）冬の節電に係る質問 

①昨冬（2015 年度）の節電の実施の有無 

１ 昨冬（2015 年度）節電を実施した 

２ 昨冬（2015 年度）節電を実施しなかった 

②今冬（2016 年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみ） 

１ 今冬（2016 年度）節電を継続する 

２ 今冬（2016 年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

③今冬（2016 年度）節電を継続する場合における、昨冬（2015 年度）と同様の節電への取組の可能性 

（※②で「節電を継続する」と回答したお客さまのみ） 

１ 今冬（2016 年度）に昨冬（2015 年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、昨冬（2015 年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

（３）その他 

①全国的な需給ひっ迫が将来的に継続した場合の影響（複数回答可） 

１ 生産・営業を抑制せざるを得ない     ５ 取引先の海外移転に伴う受注・販売の減少 

２ 生産拠点・事業所の海外移転       ６ 特に影響はない見通し 

３ 他企業への生産・販売委託を増やす    ７ その他（                ） 

４ 取引先の生産抑制による受注の減少 

設問は以上です。ご協力誠にありがとうございました。
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中国電力株式会社 販売推進部門 法人契約第三グループ  行         

返信先ＦＡＸ番号：０１２０－１５１－７３０（フリーダイヤル） 
※１枚目のみ，ご返信をお願いいたします。 

貴社名               ご氏名             
【ご回答欄】該当する番号のご記入をお願いいたします。

① ②
「６　その他」を選択した場合の具体的内容

③ ④
「１８　その他」を選択した場合の具体的内容

⑤

⑥ ⑦ ⑧

⑨

(２) ① ② ③

(３) ①
「７　その他」を選択した場合の具体的内容

(１)
「６　その他」を選択した場合の具体的内容

「６　その他」を選択した場合の具体的内容

1001

（１）夏の節電にかかる質問 

①今夏（2016 年度）の節電の実施の有無 

１ 今夏（2016 年度）節電を実施した 

２ 今夏（2016 年度）節電を実施しなかった 

②節電を実施した理由（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 

１ 電力不安があり協力したいと考えたから 

２ 節電することが定着したから 

３ 市況悪化により生産を縮小しているから 

４ 停電を避けたいから 

５ 電気料金にかかるコストの削減につながるから 

６ その他（ ） 

③値上げや燃料費調整制度等により、電気料金価格が変化したことによる節電取組への影響（※①で「節電を実施した」

と回答した企業のみ） 

１ とても影響があった 

２ やや影響があった 

３ あまり影響がなかった 

４ 全く影響がなかった 

５ 分からない 

④実施した節電の内容（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 

１ 節電目標や内容を社内に啓発     １１ 生産抑制 

２ 照明間引き             １２ 夏季休暇の拡大 

３ こまめな消灯            １３ 自家発電稼働 

４ 照明をＬＥＤ等へ切り替え交換    １４ 生産拠点の移転・シフト 

５ 空調温度を高め（28℃等）に設定      （国内の他電力管内へ） 

６ 空調をガス方式等に変更       １５ 生産拠点の移転・シフト（海外へ） 

７ 不在エリアの空調停止        １６ 電力以外の燃料による製造機器導入 

８ 待機電力を切る           １７ エレベータ間引き等の動力の調整 

９ 製造機器稼働の節電工夫       １８ その他（ ） 

１０ 操業日や操業時間帯のシフト 

中国電力 小口



⑤節電による企業活動への影響（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 

１ 自家発電の稼働によりコストが増加した 

２ 生産・販売量等に影響が生じた 

３ 顧客サービスが低下した 

４ 従業員からクレームが多くあった 

５ 特に生産・販売量等に影響はなくマイナスの影響はなかった 

６ その他（ ） 

⑥来夏（2017 年度）の節電継続（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 

１ 来夏（2017 年度）節電を継続する 

２ 来夏（2017 年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

⑦来夏（2017 年度）も節電を行う場合における、今夏（2016 年度）と同様の節電取組可能性（※⑥で「節電を継続する」

と回答した企業のみ） 

１ 来夏（2017 年度）も今夏（2016 年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、今夏（2016 年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

⑧無理がないと思われる節電目標（対 2010 年度（震災前）比） 

１ ０％ 

２ ５％未満 

３ ５％以上７％未満 

４ ７％以上１０％未満 

５ １０％以上１５％未満 

６ １５％以上２０％未満 

７ ２０％以上 

⑨節電を継続する理由（複数回答可）（※⑥で「節電を継続する」と回答した企業のみ） 

１ 電力不安があり協力したいと考えたから 

２ 節電することが定着したから 

３ 市況悪化により生産を縮小しているから 

４ 停電を避けたいから 

５ 電気料金にかかるコストの削減につながるから 

６ その他（ ） 

（２）冬の節電にかかる質問 

①昨冬（2015 年度）の節電の実施の有無 

１ 昨冬（2015 年度）節電を実施した 

２ 昨冬（2015 年度）節電を実施しなかった 

②今冬（2016 年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答した企業のみ） 

１ 今冬（2016 年度）節電を継続する 

２ 今冬（2016 年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

③今冬（2016 年度）節電を継続する場合における昨冬（2015 年度）と同様の節電取組可能性（※②で「節電を継続する」

と回答した企業のみ） 

１ 今冬（2016 年度）に昨冬（2015 年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、昨冬（2015 年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

（３）その他 

①全国的な需給ひっ迫が将来的に継続した場合の影響（複数回答可） 

１ 生産・営業を抑制せざるを得ない     ５ 取引先の海外移転に伴う受注・販売の減少 

２ 生産拠点・事業所の海外移転       ６ 特に影響はない見通し 

３ 他企業への生産・販売委託を増やす    ７ その他（ ） 

４ 取引先の生産抑制による受注の減少 

設問は以上です。ご協力誠にありがとうございました。 



節電に関するアンケート

（１）夏の節電に係る質問 

①今夏（2016 年度）の節電の実施の有無 

１ 今夏（2016 年度）節電を実施した 

２ 今夏（2016 年度）節電を実施しなかった 

②節電を実施した理由（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ 新聞・ニュースを見て「家庭の協力が必要」と思ったから 

２ 職場や学校等で「自宅でも節電を実施するように」との呼びかけがあったから 

３ 計画停電になると社会的影響が大きいから 

４ 環境意識が高まったから 

５ 節電をすれば電気代の節約になると思ったから 

６ 友人、隣人などまわりの人が節電をしていたから 

７ 節電することが習慣化したから 

８ その他（ ） 

③値上げや燃料費調整制度等により、電気料金価格が変化したことによる節電取組への影

響（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ とても影響があった 

２ やや影響があった 

３ あまり影響がなかった 

４ 全く影響がなかった 

５ わからない 

④実施した節電内容（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ エアコンは室温 28℃を心がける 

２ 「すだれ」や「よしず」などで窓からの日差しを和らげる 

３ 無理のない範囲でエアコンを消して、扇風機を使う 

４ エアコンのフィルターを定期的に掃除する 

５ 照明をできるだけ減らす 

６ 照明をＬＥＤ等へ切り替え交換 

７ テレビ画面の輝度を下げる 

８ テレビを必要なとき以外は消す 

９ 便座保温・温水のオフ機能、タイマー節電機能があれば、これらを利用する 

１０ 炊飯器は早朝にタイマー機能で１日分をまとめ炊き 

中国電力 家庭



１１ 炊飯器の保温機能は使わず、さましてから冷蔵庫に保存 

 １２ 家電製品全般についてリモコンの電源ではなく、本体の主電源を切る 

 １３ 長時間使わない機器はプラグを抜く 

１４ 冷蔵庫の設定を強から中に変える 

１５ 冷蔵庫の扉を開ける時間を減らす 

１６ 冷蔵庫に食品をつめこまない 

 １７ お湯はコンロで沸かし、電気ポットの電源は切る 

１８ 洗濯機は容量の８０％程度を目安にまとめ洗い 

１９ 旅行や外出をすることで、家庭内の消費電力を下げる 

２０ その他（ ） 

２１ 特にない 

⑤特に家庭の節電が必要と思う時間帯（複数回答可） 

１ 平日の早朝（出勤や登校前の 7時頃） 

２ 平日の午前（9時～12 時） 

３ 平日の午後（13 時～16 時） 

４ 平日の夕方～夜（17時～20 時） 

５ 平日の夜中（21 時以降） 

６ あてはまるものはない 

⑥特に暑さが厳しい日の日中におけるエアコン等の節電（※①で「節電を実施した」と回

答した者のみ） 

１ 通常実施している節電より踏み込んで行った 

２ 通常実施している節電と同程度で行った 

３ 通常と同程度の節電はしていない 

４ 分からない 

５ 冷房機器を持っていない 

⑦来夏（2017 年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ 来夏（2017 年度）節電を継続する 

２ 来夏（2017 年度）節電は継続しない 

３ 分からない 

⑧来夏（2017 年度）も節電を行う場合における、今夏（2016 年度）と同様の節電取組可能

性（※⑦で「節電を継続する」と回答した者のみ） 

１ 来夏（2017 年度）も今夏（2016 年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、今夏（2016 年度）と同様の節電取組は困難 



３ 分からない 

⑨無理がないと思われる節電幅（対 2010 年度（震災前）比） 

１ ０％ 

２ ５％未満 

３ ５％以上７％未満 

４ ７％以上１０％未満 

５ １０％以上１５％未満 

６ １５％以上２０％未満 

７ ２０％以上 

⑩節電を実施する理由（複数回答可）（※⑦で「節電を継続する」と回答した者のみ） 

１ 新聞・ニュースを見て「家庭の協力が必要」と思ったから 

２ 職場や学校等で「自宅でも節電を実施するように」との呼びかけがあったから 

３ 計画停電になると社会的影響が大きいから 

４ 環境意識が高まったから 

５ 節電をすれば電気代の節約になると思ったから 

６ 友人、隣人などまわりの人が節電をしていたから 

７ 節電することが習慣化したから 

８ その他（ ） 

⑪でんき予報の活用 

１ 非常に参考にしている 

２ まあ参考にしている 

３ どちらともいえない 

４ あまり参考にしていない 

５ 全く参考にしていない 

（２）冬の節電に係る質問 

①昨冬（2015 年度）の節電の実施の有無 

１ 昨冬（2015 年度）節電を実施した 

２ 昨冬（2015 年度）節電を実施しなかった 

②今冬（2016 年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ 今冬（2016 年度）節電を継続する 

２ 今冬（2016 年度）節電を継続しない 

３ 分からない 



③今冬（2016 年度）節電を継続する場合における昨冬（2015 年度）と同様の節電取組可能

性（※②で「節電を継続する」と回答した者のみ） 

１ 今冬（2016 年度）に昨冬（2015 年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、昨冬（2015 年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 



 

２０１６年度 夏季の節電に関するアンケート 

  

● ご回答は各質問にあてはまる番号に○をつけていただきますようお願いいたします。 

 

貴 社 名 
 

（ 製造業 ・ 非製造業 ） 

ご 役 職 

ご 芳 名 

 

 

Ｔ Ｅ Ｌ －   － 

 

（１）夏の節電についてお聞きします。 

【質問１】 今夏（2016年度）は、節電を実施しましたか？ 

１  今夏（2016年度）節電を実施した              

２  今夏（2016年度）節電を実施しなかった 

【質問２】（※ 【質問１】で「実施した」回答者さまへお聞きします。）  

節電を実施した理由は？（複数回答可） 

１ 電力不安があり協力したいと考えたから     ２ 節電することが定着したから 

３ 市況悪化により生産を縮小しているから     ４ 停電を避けたいから 

５ 電気料金にかかるコストの削減につながるから  ６ その他（             ） 

【質問３】（※ 【質問１】で「実施した」回答者さまへお聞きします。） 

値上げや燃料費調整制度等により、電気料金価格が変化したことによる節電取組への影響は？  

１ とても影響があった      ２ やや影響があった     ３ あまり影響がなかった 

４ 全く影響がなかった      ５ わからない 

【質問４】（※ 【質問１】で「実施した」回答者さまへお聞きします。） 

実施した節電の内容は？（複数回答可） 

１ 節電目標や内容を社内に啓発   ２ 照明間引き                ３ こまめな消灯 

４ 照明をＬＥＤ等へ切り替え交換  ５ 空調温度を高め(28℃等）に設定  

６ 空調をガス方式等に変更         ７ 不在エリアの空調停止        ８ 待機電力を切る 

９ 製造機器稼働の節電工夫     10 操業日や操業時間帯のシフト   11 生産抑制 

12 夏季休暇の拡大                13 自家発電稼働  

14 生産拠点の移転・シフト（国内の他電力管内へ） 15 生産拠点の移転・シフト（海外へ） 

16 電力以外の燃料による製造機器導入           17 エレベータ間引き等の動力の調整 

18 その他（         ） 

【質問５】（※ 【質問１】で「実施した」回答者さまへお聞きします。） 

節電による企業活動への影響は？(複数回答可) 

１ 自家発電の稼働によりコストが増加した     ２ 生産・販売量等に影響が生じた 

３ 顧客サービスが低下した            ４ 従業員からクレームが多くあった 

５ 特に生産・販売量等に影響はなくマイナスの影響はなかった ６ その他（        ） 

 

 

 

 

 

horikawa-t
テキストボックス
四国電力　大口・小口



 

【質問６】（※ 【質問１】で「実施した」回答者さまへお聞きします。）  

来夏（2017年度）は、節電を継続しますか？  

１  来夏（2017年度）節電を継続する              

２  来夏（2017年度）節電を継続しない         

３  分からない 

【質問７】（※ 【質問６】で「継続する」回答者さまへお聞きします。） 

来夏（2017年度）も節電する場合、今夏（2016年度）と同様の節電取組は可能ですか？ 

１  来夏（2017年度）も、今夏（2016年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２  節電には協力するが、今夏（2016年度）と同様の節電取組は困難 

３  分からない 

【質問８】（[震災発生前の 2010年度]と比べて）無理がないと思われる節電目標は？  

１:０％(数値目標を伴わない節電) ２:５％未満              ３:５％以上７％未満 

４:７％以上１０％未満         ５:１０％以上１５％未満  ６:１５％以上２０％未満 

７:２０％以上 

  【質問９】（※ 【質問６】で「継続する」回答者さまへお聞きします。）継続する理由は？(複数回答可) 

１ 電力不安があり協力したいと考えたから       ２ 節電することが定着したから 

３ 市況悪化により生産を縮小しているから       ４ 停電を避けたいから 

５ 電気料金にかかるコストの削減につながるから  ６ その他（             ） 

（２）冬の節電についてお聞きします。 

【質問 10】 昨冬（2015年度）は、節電を実施しましたか？ 

１ 昨冬（2015年度）節電を実施した               

２ 昨冬（2015年度）節電を実施しなかった 

【質問 11】（※ 【質問 10】で「実施した」回答者さまへお聞きします。）  

今冬（2016年度）は、節電を継続しますか？  

１ 今冬（2016年度）節電を継続する               

２ 今冬（2016年度）節電を継続しない          

３ 分からない 

【質問 12】（※ 【質問 11】で「継続する」回答者さまへお聞きします。） 

今冬（2016年度）も節電される場合、昨冬（2015年度）と同様の節電取組は可能ですか？ 

１ 今冬（2016年度）に 昨冬（2015年度）と同様の節電取組を継続することは可能  

２ 節電には協力するが、昨冬（2015年度）と同様の節電取組は困難  

３ 分からない 

（３）その他 

【質問 13】 全国的な需給ひっ迫が将来的に継続した場合の影響は？（複数回答可） 

１ 生産・営業を抑制せざるを得ない         ２ 生産拠点・事業所の海外移転 

３ 他企業への生産・販売委託を増やす        ４ 取引先の生産抑制による受注の減少 

５ 取引先の海外移転に伴う受注･販売の減少      ６ 特に影響はない見通し 

７ その他（         ） 

      ご協力いただき誠にありがとうございました。 

 



 

 

2016年度夏季の節電に関するアンケート 

下記アンケートにご協力お願いいたします。 

 

（１）夏の節電にかかる質問 

①あなたは、今夏（2016年度）に節電を実施しましたか。 

１ 今夏（2016年度）節電を実施した 

２ 今夏（2016年度）節電を実施しなかった 

 

②【①で「節電を実施した」と回答した方のみ】 

今夏（2016年度）に、節電をした理由を教えて下さい（複数回答可）。 

１ 新聞・ニュースを見て「家庭の協力が必要」と思ったから 

２ 職場や学校等で「自宅でも節電を実施するように」との呼びかけがあったから 

３ 計画停電になると社会的影響が大きいから 

４ 環境意識が高まったから 

５ 節電をすれば電気代の節約になると思ったから 

６ 友人、隣人などまわりの人が節電をしていたから 

７ 節電することが習慣化したから 

８ その他（ ） 

 

③【①で「節電を実施した」と回答した方のみ】 

値上げや燃料費調整制度等により、電気料金の価格が変化したことによる節電への取り組みに影響は

ありましたか。ひとつお選びください。 

１ とても影響があった 

２ やや影響があった 

３ あまり影響がなかった 

４ 全く影響がなかった 

５ わからない 

 

④【①で「節電を実施した」と回答した方のみ】 

あなたが実施した節電内容を教えてください（複数回答可）。 

１ エアコンは室温 28℃を心がける 

２ 「すだれ」や「よしず」などで窓からの日差しを和らげる 

３ 無理のない範囲でエアコンを消して、扇風機を使う 

４ エアコンのフィルターを定期的に掃除する 

５ 照明をできるだけ減らす 

６ 照明をＬＥＤ等へ切り替え交換 

７ テレビ画面の輝度を下げる 

８ テレビを必要なとき以外は消す 

９ 便座保温・温水のオフ機能、タイマー節電機能があれば、これらを利用する 

10 炊飯器は早朝にタイマー機能で１日分をまとめ炊き 

horikawa-t
テキストボックス
四国電力　家庭



 

11 炊飯器の保温機能は使わず、冷ましてから冷蔵後に保存 

 12 家電製品全般についてリモコンの電源ではなく、本体の主電源を切る 

 13 長時間使わない機器はプラグを抜く 

 14 冷蔵庫の設定を強から中に変える 

15 冷蔵庫の扉を開ける時間を減らす 

16 冷蔵庫に食品を詰め込まない 

17 お湯はコンロで沸かし、電気ポットの電源は切る 

18 洗濯機は容量の８０％程度を目安にまとめ洗い 

19 旅行や外出をすることで、家庭内の消費電力を下げる 

20 その他（ ） 

21 特にない 

 

⑤特に家庭での節電が必要だと思う時間帯はいつごろでしょうか（複数回答可）。 

１ 平日の早朝（出勤や登校前の 7時頃） 

２ 平日の午前（9時～12時） 

３ 平日の午後（13時～16時） 

４ 平日の夕方～夜（17時～20時） 

５ 平日の夜中（21時以降） 

６ あてはまるものはない 

 

⑥【①で「節電を実施した」と回答した方のみ】 

特に暑さが厳しい日の日中におけるエアコン等の節電はされましたか。ひとつお選びください。 

１ 通常実施している節電より踏み込んで行った 

２ 通常実施している節電と同程度で行った 

３ 通常と同程度の節電はしていない 

４ 分からない 

５ 冷房機器を持っていない 

 

⑦【①で「節電を実施した」と回答した方のみ】 

来夏（2017年度）も節電を継続しようとお考えですか。 

 １ 来夏（2017年度）節電を継続する 

２ 来夏（2017年度）節電は継続しない 

３ 分からない 

 

⑧【⑦で「節電を継続する」と回答した方のみ】 

来夏（2017 年度）も節電を続ける場合に、今夏（2016 年度）と同じ内容で節電に取り組むことは可

能だと思いますか。ひとつお選びください。 

１ 来夏（2017年度）も今夏（2016年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、今夏（2016年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 



 

⑨東日本大震災前（2010年度）と比較して、あなたのご家庭において無理がないと思われる節電幅はど

れくらいだと思いますか。ひとつお選びください。 

１ ０％ 

２ ５％未満 

３ ５％以上７％未満 

４ ７％以上１０％未満 

５ １０％以上１５％未満 

６ １５％以上２０％未満 

７ ２０％以上 

 

⑩【⑦で「節電を継続する」と回答した方のみ】 

節電を継続しようとお考えになった理由を教えてください（複数回答可）。 

１ 新聞・ニュースを見て「家庭の協力が必要」と思ったから 

２ 職場や学校等で「自宅でも節電を実施するように」との呼びかけがあったから 

３ 計画停電になると社会的影響が大きいから 

４ 環境意識が高まったから 

５ 節電をすれば電気代の節約になると思ったから 

６ 友人、隣人などまわりの人が節電をしていたから 

７ 節電することが習慣化したから 

８ その他（ ） 

 

⑪「でんき予報」は活用されていますか。 

１ 非常に参考にしている 

２ まあ参考にしている 

３ どちらともいえない 

４ あまり参考にしていない 

５ 全く参考にしていない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）冬の節電に係る質問 

①あなたは昨冬（2015年度）に節電を実施しましたか。 

１ 昨冬（2015年度）節電を実施した 

２ 昨冬（2015年度）節電を実施しなかった 

 

②【①で「節電を実施した」と回答した方のみ】 

今冬（2016年度）も節電を継続しようとお考えですか。ひとつお選びください。 

１ 今冬（2016年度）節電を継続する 

２ 今冬（2016年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 

③【②で「節電を継続する」と回答した方のみ】 

今冬（2016年度）も節電を継続する場合に、昨冬（2015年度）と同じ内容で節電に取り組むことは

可能だと思いますか。ひとつお選びください。 

１ 今冬（2016年度）に昨冬（2015年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、昨冬（2015年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 

 

アンケートは以上で終わりです。ご協力ありがとうございました。 

 



 

お客さま名  

 

（１）夏の節電に係る質問 〔該当する番号を○で囲んでください〕 

 

①今夏（2016年度）の節電の実施の有無 

１ 今夏（2016年度）節電を実施した 

２ 今夏（2016年度）節電を実施しなかった 

 

②節電を実施した理由（複数回答可） 
（①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみご回答ください） 

１ 電力不安があり協力したいと考えたから 

２ 節電することが定着したから 

３ 市況悪化により生産を縮小しているから 

４ 停電を避けたいから 

５ 電気料金にかかるコストの削減につながるから 

６ その他 

 

 

 

③料金値上げや燃料調整費制度等により、電気料金価格が変化したことによる 

節電取組への影響 
（①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみご回答ください） 

１ とても影響があった 

２ やや影響があった 

３ あまり影響がなかった 

４ 全く影響がなかった 

５ 分からない 

 

自由記入欄 

次頁に続く

horikawa-t
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④実施した節電の内容（複数回答可） 
（①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみご回答ください） 

１ 節電目標や内容を社内に啓発 

２ 照明間引き 

３ こまめな消灯 

４ 照明をＬＥＤ等へ切り替え交換 

５ 空調温度を高め（28℃等）に設定 

６ 空調をガス方式等に変更 

７ 不在エリアの空調停止 

８ 待機電力を切る 

９ 製造機器稼働の節電工夫 

１０ 操業日や操業時間帯のシフト 

１１ 生産抑制 

１２ 夏季休暇の拡大 

１３ 自家発電稼働 

１４ 生産拠点の移転・シフト（国内の他電力管内へ） 

１５ 生産拠点の移転・シフト（海外へ） 

１６ 電力以外の燃料による製造機器導入 

１７ エレベータ間引き等の動力の調整 

１８ その他 

 

 

 

 

 

 

 

自由記入欄 

次頁に続く



 
⑤節電による企業活動への影響（複数回答可） 
（①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみご回答ください） 

１ 自家発電の稼働によりコストが増加した 

２ 生産・販売量等に影響が生じた 

３ 顧客サービスが低下した 

４ 従業員からクレームが多くあった 

５ 特に生産・販売量等に影響はなくマイナスの影響はなかった 

６ その他 

 

     

⑥来夏（2017年度）の節電継続 
（①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみご回答ください） 

１ 来夏（2017年度）節電を継続する 

２ 来夏（2017年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 

⑦来夏（2017 年度）も節電を行う場合における、今夏（2016 年度）と同様の   

節電取組可能性 
（⑥で「節電を継続する」と回答したお客さまのみご回答ください） 

１ 来夏（2017 年度）も今夏（2016 年度）と同様の節電取組を継続する   

ことは可能 

２ 節電には協力するが、今夏（2016年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 

 

 

 

自由記入欄 

次頁に続く



 
⑧無理がないと思われる節電目標〔対2010年度（震災前）比〕 

１ ０％ 

２ ５％未満 

３ ５％以上７％未満 

４ ７％以上１０％未満 

５ １０％以上１５％未満 

６ １５％以上２０％未満 

７ ２０％以上 

 

⑨節電を継続する理由（複数回答可） 
（⑥で「節電を継続する」と回答したお客さまのみご回答ください） 

１ 電力不安があり協力したいと考えたから 

２ 節電することが定着したから 

３ 市況悪化により生産を縮小しているから 

４ 停電を避けたいから 

５ 電気料金にかかるコストの削減につながるから 

６ その他 

 

 

 

 

（２）冬の節電に係る質問 〔該当する番号を○で囲んでください〕 

①昨冬（2015年度）の節電の実施の有無 

１ 昨冬（2015年度）節電を実施した 

２ 昨冬（2015年度）節電を実施しなかった 

 

 

自由記入欄 

次頁に続く



 
②今冬（2016年度）の節電の継続 
（①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみご回答ください） 

１ 今冬（2016年度）節電を継続する 

２ 今冬（2016年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 

③今冬（2016 年度）節電を継続する場合における昨冬（2015 年度）と同様の   

節電取組可能性 
（②で「節電を継続する」と回答したお客さまのみご回答ください） 

１ 今冬（2016 年度）に昨冬（2015 年度）と同様の節電取組を継続する   

ことは可能 

２ 節電には協力するが、昨冬（2015年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 

（３）その他 〔該当する番号を○で囲んでください〕 

①全国的な需給ひっ迫が将来的に継続した場合の影響（複数回答可） 

１ 生産・営業を抑制せざるを得ない 

２ 生産拠点・事業所の海外移転 

３ 他企業への生産・販売委託を増やす 

４ 取引先の生産抑制による受注の減少 

５ 取引先の海外移転に伴う受注・販売の減少 

６ 特に影響はない見通し 

７ その他 

 

 

 

 

 
 

 

以上で終了です。 

アンケートへのご協力、誠にありがとうございました。 

会社名            さま 区 分 業務用 ・ 産業用 

契約電力 500kW未満 ・ 500kW以上 業 種  製造業 ・ 非製造業 

依頼方法 郵送・ﾒｰﾙ・FAX・訪問 回答方法 郵送・ﾒｰﾙ・FAX・訪問 

 

自由記入欄

〔九州電力記入欄〕※お客さまのご記入は不要です （       営業所 ） 



 

《家庭》 

 

（１）夏の節電に係る質問 

 

①今夏（2016 年度）の節電の実施の有無をお知らせください。 

１ 今夏（2016 年度）節電を実施した 

２ 今夏（2016 年度）節電を実施しなかった 

 

②節電を実施した理由としてあてはまるものをお選びください。（複数回答可） 

（※①で「節電を実施した」と回答した方のみご回答ください） 

１ 新聞・ニュースを見て「家庭の協力が必要」と思ったから 

２ 職場や学校等で「自宅でも節電を実施するように」との呼びかけがあったから 

３ 計画停電になると社会的影響が大きいから 

４ 環境意識が高まったから 

５ 節電をすれば電気代の節約になると思ったから 

６ 友人、隣人などまわりの人が節電をしていたから 

７ 節電することが習慣化したから 

８ その他（ ） 

 

③値上げや燃料費調整制度等により、電気料金価格が変化したことによる節電取組への影

響はありましたか。あてはまるものをお選びください。 

（※①で「節電を実施した」と回答した方のみご回答ください） 

１ とても影響があった 

２ やや影響があった 

３ あまり影響がなかった 

４ 全く影響がなかった 

５ わからない 

 

④実施した節電内容をすべてお選びください。（複数回答可） 

（※①で「節電を実施した」と回答した方のみご回答ください） 

１ エアコンは室温 28℃を心がける 

２ 「すだれ」や「よしず」などで窓からの日差しを和らげる 

３ 無理のない範囲でエアコンを消して、扇風機を使う 

４ エアコンのフィルターを定期的に掃除する 

５ 照明をできるだけ減らす 

６ 照明をＬＥＤ照明等へ切り替え交換 

７ テレビ画面の輝度を下げる 

８ テレビを必要なとき以外は消す 

９ 便座保温・温水のオフ機能、タイマー節電機能があれば、これらを利用する 

１０ 炊飯器は早朝にタイマー機能で１日分をまとめ炊き 

horikawa-t
テキストボックス
九州電力　家庭



 

１１ 炊飯器の保温機能は使わず、さましてから冷蔵庫に保存 

 １２ 家電製品全般についてリモコンの電源ではなく、本体の主電源を切る 

 １３ 長時間使わない機器はプラグを抜く 

１４ 冷蔵庫の設定を強から中に変える 

１５ 冷蔵庫の扉を開ける時間を減らす 

１６ 冷蔵庫に食品をつめこまない 

 １７ お湯はコンロで沸かし、電気ポットの電源は切る 

１８ 洗濯機は容量の８０％程度を目安にまとめ洗い 

１９ 旅行や外出をすることで、家庭内の消費電力を下げる 

２０ その他（ ） 

２１ 特にない 

 

⑤特に家庭の節電が必要と思う時間帯をお選びください。（複数回答可） 

１ 平日の早朝（出勤や登校前の 7時頃） 

２ 平日の午前（9時～12 時） 

３ 平日の午後（13 時～16 時） 

４ 平日の夕方～夜（17時～20 時） 

５ 平日の夜中（21 時以降） 

６ あてはまるものはない 

 

⑥特に暑さが厳しい日の日中におけるエアコン等の節電について、あなたの取組みにあて

はまるものをお選びください。 

（※①で「節電を実施した」と回答した方のみご回答ください） 

１ 通常実施している節電より踏み込んで行った 

２ 通常実施している節電と同程度で行った 

３ 通常と同程度の節電はしていない 

４ 分からない 

５ 冷房機器を持っていない 

 

⑦来夏（2017 年度）も節電を継続する予定ですか。 

（※①で「節電を実施した」と回答した者のみ） 

１ 来夏（2017 年度）節電を継続する 

２ 来夏（2017 年度）節電は継続しない 

３ 分からない 

 

⑧来夏（2017 年度）も節電を行う場合における、今夏（2016 年度）と同様の節電に取組む

可能性としてあてはまるものをお選びください。 

（※⑦で「節電を継続する」と回答した方のみご回答ください） 

１ 来夏（2017 年度）も今夏（2016 年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、今夏（2016 年度）と同様の節電取組は困難 



 

３ 分からない 

 

⑨無理がないと思われる節電幅をお選びください。（対 2010 年度（震災前）比でお考えくだ

さい） 

１ ０％ 

２ ５％未満 

３ ５％以上７％未満 

４ ７％以上１０％未満 

５ １０％以上１５％未満 

６ １５％以上２０％未満 

７ ２０％以上 

 

⑩節電を実施する理由としてあてはまるものをお選びください。（複数回答可） 

（※⑦で「節電を継続する」と回答した方のみご回答ください） 

１ 新聞・ニュースを見て「家庭の協力が必要」と思ったから 

２ 職場や学校等で「自宅でも節電を実施するように」との呼びかけがあったから 

３ 計画停電になると社会的影響が大きいから 

４ 環境意識が高まったから 

５ 節電をすれば電気代の節約になると思ったから 

６ 友人、隣人などまわりの人が節電をしていたから 

７ 節電することが習慣化したから 

８ その他（ ） 

 

⑪でんき予報を活用していますか。 

１ 非常に参考にしている 

２ まあ参考にしている 

３ どちらともいえない 

４ あまり参考にしていない 

５ 全く参考にしていない 

 

 

（２）冬の節電に係る質問 

 

①昨冬（2015 年度）の節電の実施の有無をお知らせください。 

１ 昨冬（2015 年度）節電を実施した 

２ 昨冬（2015 年度）節電を実施しなかった 

 

②今冬（2016 年度）も節電を継続する予定ですか。 

（※①で「節電を実施した」と回答した方のみご回答ください） 

１ 今冬（2016 年度）節電を継続する 



 

２ 今冬（2016 年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 

③今冬（2016 年度）節電を継続する場合における、昨冬（2015 年度）と同様の節電に取組

む可能性としてあてはまるものをお選びください。 

（※②で「節電を継続する」と回答した方のみご回答ください） 

１ 今冬（2016 年度）に昨冬（2015 年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、昨冬（2015 年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 
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